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シ
ト
l
会
を
二
分
す
る
に
至
る
十
七
世
紀
の
所
謂
O
Z
R
S
E
S
論
争
か
ら
生
れ、
両
陣
営
に
と
っ
て
論
争
の
武
器
庫
と
し
て
の
役
割
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（
C
C
と
略
記）
と
創
立
史

(; 
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同
さ
え
S
S

を
担
っ
た
初
期
シ
ト
｜
史
料
集
成
が
提
供
す
る
諸
テ
ク
ス
ト
の
内、

会
憲

、
実
遣
さ
（
E
P
と
略
記）
と
は、一
九
四
0
年
代
以
来
原
初
テ
ク
ス
ト
再
検
討
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
が、
そ
の
最
初
の
総
合
的
成
果
の
ひ

と
つ
が
昨
年、

改
革ン
ト
l
会
に
所
属
す
る
二
人
の
修
道
士
研
究
者
に
よ
っ
て
刊
行
さ
札
が。
シ
ト
！
最
古
史
料
集
と
題
す
る
こ
れ
は、

付
F
P、
同
C
C
プ
リ
オ
l
ル
十
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
教
皇
文
書、
日

同hs
ミ
ミ
さ
のな円町
三味
（（
E
C
と
略
記）
＋
ωロ
ヨ
自白
の
R
EO

口
町
広
注目印
（
C
C
プ
リ
オ
！
ル
の
レ
ジ
ュ
メ）
＋
ハV
8

EE
の
一
九
七
二
年
迄
に
発
見
さ
れ
た
全
手
写
本
の
照
合
に
基
づ
く
校
訂
テ
ク
ス

ト
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る。
こ
の
配
列
自
体
既
に
こ
れ
ら
諸
史
料
に
対
す
る
刊
行
者
の
評
価
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が、

最
も
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
諸
史
料
の
評
価
を
転
覆
さ
せ
た

E
E〈
自
誕
に
対
し
て、

守
旧
的
傾
向
が
か
な
り
強
い。

「
昭一

回諸問
の、
E
C
こ
そ
が
シ
ト
l
創
立
史
に
関
す
る
原
初
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
主
張
は、
主
と
し
て
E
P
及
ぴ
E
C
各
々
が
含

ま
れ
る一
写
本
全
体
の
成
立
年
代
を
根
拠
と
し
て
い
た
が、

筆
者
は
現
段
階
の
写
本
状
況
で
は、

写
本
自
体
の
年
代
の
み
を
両
史
料
の
前

後
関
係
を
判
定
す
る
決
定
的
要
素
と
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た。
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
手
写
本
の
内、
E
C
を

伝
え
る
最
古
の
ト
リ
エ
ン
ト
本
は、
一
一
四
O
年
以
前
に
成
立
し
た
と
み
る
点
で
諸
家
は一
致
し
て
い
る
が、
E
P
を
含
む
ラ
イ
バ
ッ
ハ

本
の
年
代
に
つ
い
て
は一
致
し
た
見
解
が
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る。
こ
の
写
本
は、
E
P
・
C
C
ブ
リ
オ
l
ル
・
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
文
書・
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シ
ト
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会
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会
決
議
集
成・
シ
ト
l

会
慣
習
律
（
同
R
e包 ．
8
号hN
0
3 ．QG
Qa
同

3
SS除
。
ミ
§礼的）
で
構
成
さ
れ
て
い
る 。
写
本
の
年
代

を
慣
習
律
の
聖
人
祝
日
典
礼
規
定
か
ら
「
耳切〈
自
は一
一
五
二
年
以
後
と
し
て
い
る
が 、
そ
の
他
の
文
書
類
が一
一
五
二
年
を
遡
ら
な

い
と
は
言
え
ず 、
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
文
書
は
も
と
よ
り
C
C
フ
リ
オ
i

ル
も 、
同
年
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
の
認
可
を
受
け
た
も
の
と
は
思

わ
れ
な （
川 。
現
行
会
憲
（
C
C
ポ
ス
テ
リ
オ
ー

ル）
成
立
後
十
五
世
紀
に
至
っ
て
も
C
C
プ
リ
オ
ー

ル
は
筆
写
さ
れ
続
け
て
お
り 、
現
存

す
る
最
古
の
写
本
が
そ
の
時
点
で
の
最
新
の
C
C
を
写
し
た
と
い
う
保
証
は
な
い
の
で
あ
る 。
こ
の
事
情
は
E
P
及
び
E
C
に
つ
い
て
も

あ
て
は
ま
る 。

か
く
し
て
E
P
と
E
C
と
の
テ
ク
ス
卜
を
そ
の
ま
ま
受
取
る
場
合 、
E
C
が
E
P
の
レ
ジ
ュ
メ
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
思
わ
れ

ぷ 「
E
C
l

H
の
叙
述
順
序
は
E
P
と
対
応
し 、
更
に
文
書
類
へ
の
言
及
も
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る 。
と
は
言
え
E
c
－
－
と
E
P
と
の
叙
述
の

差
異
を
「
と
る
に
足
ら
な
い
相
違」
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い 。
何
故
な
ら
ば 、
そ
の
差
の
本
質
を
な
す
モ
レ
l

ム
修
道
院
と

ロ
ベ
ー

ル
修
道
院
長
と
に
対
す
る
評
価
の
黍
離
は 、
両

同us
ミ
尽
き
以
外
の
十
二
世
紀
諸
史
料
に
お
い
て
更
に
増
幅
さ
れ
て
い
く
か
ら
で

あ
る 。
以
下
本
稿
は一
O
九
八
｜

九
九
年
の
草
創
期
に
つ
い
て
の
諸
記
述
を
比
較
検
討
し 、
そ
の
実
体
を
覗
う
と
共
に 、
E
P
及
び
E
C

の
成
立
年
代
と
成
立
の
動
機
に
つ
い
て
ひ
と
つ
の
私
案
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る 。
な
お
本
稿
で
は 、
E
P
第
日
章
か
ら
生
ず

る
シ
ト
ー

の
修
道
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
至
指
導
理
念
の
問
題
に
は一
切
触
れ
な
か
っ
た 。
こ
れ
ら
は
夫
々
シ
ト
｜

修
道
慣
習
律
と 、
同
時

代
の
隠
修
士
活
動
を
含
む
所
謂
修
道
改
革
運
動
と
の
関
連
に
お
い
て
論
ぜ
ら
る
べ
く
別
稿
の
課
題
と
し
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る 。
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修
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会
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免
除
事
項
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に
よ
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（
5）

E
P
に
つ
い
て
は
拙
訳 、
史
淵
百
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輯
（
昭
和
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七
五
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二
O一
頁
を 、
E
C
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つ
い
て
は
本
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C
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E
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オ
ル
デ
リ
ツ

E
C
の
外
に
シ
ト
l

創
立
を
多
少
と
も
詳
し
く
物
語
る
記
述
史
料
と
し
て
は、

十
二
世
紀
前
半
に
限
れ
ば、

ク
・

ヴ
ィ
タ
ル
の
「
教
会
史」

第
八
巻
と
マ
l
ム
ス
ベ
リ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
王
事
蹟」

第
四
巻
が
あ
る
の
み
で
あ
る。

オ
ル
デ
リ
ッ
ク
の
記
述
は
当
該
箇
所
に
関
す
る
限
り
一
一
一
二
六
年
に
書
か
れ
た
と
言
っ
て
良
へ
い、

ま
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
そ
れ
が
一
一
一
一

一

年
の
情
報
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
説。

両
者
共
に
シ
ト
l
創
立
前
史
に
あ
た
る、

モ
レ
l
ム
修
道
院
で
の
修
道
生
活
慣
習
を

め
ぐ
る
論
議
の
叙
述
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
き
い
て
い
る。
オ
ル
デ
リ
ッ
ク
に
あ
っ
て
は
「
数
年
の
間
戒
律
を
熱
心
に
精
読
し
た
後」、
「
戒

律
か
ら
右
に
も
左
に
も
逸
脱
せ
ぬ
よ
う
に
」、
「
文
字
通
り」

に
遵
守
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
の
は
ロ
ベ
ー
ル
院
長
で
あ
る。

彼
の
提
案
と、

従
来
の
慣
習
を
擁
護
す
る
修
道
士
の
反
論
と
は
い
づ
れ
も、
一
一

二
二
年
以
後
ク
レ
ル
ヴ
ォ
i

修
道
院
長
ベ
ル
ナ
｜
ル
と
ク
リ
ュ
ニ
｜
修

道
院
長
尊
者
ピ
エ
ー
ル
を
各
々
代
表
的
論
客
と
す
る
所
謂
シ
ト
！
・

ク
リ
ュ
ニ
l

論
争
を
通
じ
て
周
知
の
も
の
と
な
っ
た
両
オ
ル
ド
ー
の

見
解
を
彼
な
り
に
写
し
た
も
の
で
あ
記。

そ
れ
故
に
ロ
ベ
ー
ル
が、

十
分
の
一

税
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
従
来
の
修
道
院
財
源
を
否
定
し

て
「
手
の
労
働」

を
勤
め、
衣
・

食
生
活
の
面
に
お
い
て
顕
著
な、
戒
律
の
記
述
に
な
い
慣
行
の
追
放
を
公
式
論
的
に
語
ら
せ
ら
れ
て
い
る

の
に
対
し、

ク
リ
ュ
ニ
！
系
修
道
士
で
あ
る
オ
ル
デ
リ
ツ
ク
自
身
が
そ
の
見
解
を
共
有
す
る
反
論
の
方
は、

は
る
か
に
雄
弁
で
あ
る。

そ

の
要
点
は、

付
戒
律
は
風
土
の
差
異
を
考
慮
し
た
自
由
裁
量
を
許
し
て
い
る。

従
っ
て
戒
律
の
実
施
細
目
と
し
て
多
様
な
修
道
慣
習
が
生

ず
る
の
は
当
然
で
あ
る
事。

同
修
道
士
の
社
会
的
任
務
は
専
ら
霊
的
活
動
に
あ
り、

神
の
礼
拝
の
み
が
修
道
士
の
労
働
と
し
て
果
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
事。

国
十
分
の
一

税、

教
会
収
入
等
は、
在
俗
教
会
の
み
な
ら
ず、
神
の
奉
仕
者
と
し
て
の
修
道
士
に
も
認
め
ら
れ
た
財
源

で
あ
る
事。

冊
以
上
全
て
を
通
じ
て
現
行
慣
習
は、

過
去
の
修
道
生
活
の
実
績
を
基
礎
と
し
て
確
立
し
た
も
の
で
あ
り、

就
中
ク
リ
ュ
ニ
l

シ
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や
ト
ゥ
l
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
慣
習
で
あ
り、

ま
さ
に
そ
の
故
に
一

層
堅
持
す
べ
き
も
の
で
あ
る
事。

最
後
に
こ
の
反
論
は
当
時
の
価
値

観
に
忠
実
に、

慣
習
化
さ
れ
て
い
る
が
故
に
正
当
な
現
在
の
修
道
生
活
を
棄
て
て、
「
無
謀
に
も
新
し
き
に
加
担
す
る
者」
に
対
す
る
呪
誼

オ
ル
デ
リ
ツ
ク
が
こ
れ
を
書
い
た
当
時
に
は、

既
に
前
記
の
論
争
は
両
オ
ル
ド
ー
の
頂
点
に
関
す
る
限
り
終

五
。

で
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る。

結
し、

ク
リ
ュ
ニ
ー
は
改
革
の
方
向
に
向
っ
て
お
り、

オ
ル
デ
リ
ッ
ク
自
身
も
出
席
し
た
一
一

三
二
年
の
ク
リ
ュ
ニ
l
の
改
革
大
集
会
を

ス

タ

ト

ウ

タ

経
て、

尊
者
ピ
エ
ー
ル
の
「
規
約」
（
一
一

三
八
年）

と
な
っ
て
結
実
す
る。

そ
れ
故
に
シ
ト
ー
へ
の
敬
意
と
賞
讃
は
惜
し
ま
れ
て
は
い
な
い

が、

と
も
す
れ
ば
そ
の
リ
ゴ
リ
ス
ム
が
皮
肉
の
対
象
と
な
っ
て
い

む
の
が
オ
ル
デ
リ
ツ
ク
の
叙
述
の
特
徴
で
あ
る。

他
方
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
王
事
蹟」

の
中
で
シ
ト
l
を
紹
介
し
た
動
機
は、

同
郷
者
エ
チ
エ
ン
ヌ
・
ハ

ー
デ
ィ
ン
グ
の

功
績
を
讃
え
る
為
で
丸
山、

従
っ
て
創
立
の
主
役
は
専
ら
エ
チ
エ
ン
ヌ
で
あ
る。

ロ
ー
マ
巡
礼
の
帰
途、
「
モ
レ
l
ム
と
い
う
新
し
い
大
き

な
修
道
院
で
制
髪
を
受
け
た
」
エ
チ
エ
ン
ヌ
は、

当
院
の
修
道
慣
習
は
戒
律
に
そ
の
根
拠
を
持
た
な
い
と
指
摘
し、

こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
「
何

度
も
会
議
が
行
わ
れ
」、
「
戒
律
の
作
者
の
意
図
を
捜
し
あ
て
る
」

為
の
委
員
が
任
命
さ
れ
る。
そ
の
報
告
は、

既
に
エ
チ
エ
ン
ヌ
の
「
言
葉

を
よ
し
と
し
」

て
い
た
ロ
ベ
ー
ル
院
長
に
確
信
を
与
え、

彼
は
「
心
か
ら
修
道
士
全
員
が
同
意
す
る
よ
う
に
勧
め
た
の
で
あ
る
が
」

容
れ

ら
れ
ず、
「
そ
れ
故
に
彼
等
は
シ
ト
l
に
来
た
ぶ

と
こ
ろ
が
「
時
が
経
つ
に
つ
れ
て、

大
事
に
育
て
ら
れ
た
こ
の
人
物
は
後
悔」

し
始
め

た。
「
彼
の
意
向
を、
モ
レ
l
ム
に
残
っ
た
修
道
士
達
は、
言
葉
で
だ
か
手
紙
で
だ
か
よ
く
は
分
ら
な
い
が
知
る
に
至
り、

ち
ょ
っ
と
し
た
好

計
を
弄
し
て、

教
皇
へ
の
服
従
と
い
う
形
式
で
修
道
院
へ
と
連
れ
戻
し
た。

：
：
：
彼
は
恰
も
迷
惑
な
懇
願
に
倦
み
疲
れ
た
と
い
わ
ん
ば
か

り
に
し
て
」

モ
レ
l
ム
へ
と
帰
っ
足。

オ
ル
デ
リ
ツ
ク
に
よ
れ
ば
こ
の
帰
還
は、
「
牧
者
を
失
っ
た
」

モ
レ
i
ム
の
修
道
士
の
請
願
を
容
れ

て、

教
皇
が
直
接
帰
還
命
令
を
下
し
た
の
で
あ
り、

ロ
ベ
ー
ル
は
「
か
く
の
如
く
強
制
さ
れ
て
」

帰
っ
た
の
で
あ
説。

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
記
述
は
明
ら
か
に
ロ
ベ
ー
ル
と
モ
レ
l
ム
修
道
院
に
つ
い
て
極
め
て
低
い
評
価
し
か
与
え
て
い
な
い
。

彼
の
記
述
は、

シ
ト
i
創
立
を
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
大
司
教
が
援
け
た
と
す
る
誤
り
な
ど
を
含
ん
で
は
い
る
が、

彼
の
主
人
公
エ
チ
エ
ン
ヌ
の
経
歴
に
つ
い
て、

シ
ト
l
系
史
料
に
す
ら
な
い
詳
し
い
デ
l
タ
を
伝
え
て
お
り、

し
か
も
そ
れ
ら
は
正
確
で
あ
説。

こ
の
記
述
が
彼
自
身
の
目
撃
情
報
で
あ
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る
と
は
思
わ
れ
な
い
が 、

シ
ト
l

は
イ
ン 、
グ
ラ
ン
ド
と
ロ
l

マ
を
結
ぶ
往
還
に
位
置
し
て
お
り 、

彼
の
情
報
提
供
者
が
シ
ト
l

の
宿
泊
施

設
の
客
と
し
て 、
エ
チ
エ
ン
ヌ
か
ら
直
接
情
報
を
得
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
の
で
あ
る 。

我
々
は
さ
し
当
り 、

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
記
述
は 、

一
一
一

二

年
当
時
の
シ
ト
l

修
道
院
に
お
け
る 、

そ
し
て
お
そ
ら
く
は
エ
チ
エ
ン
ヌ
自
身
に
お
け
る 、

ロ
ベ
ー

ル
及
び
モ
レ
l

ム
修
道
院

に
対
す
る
敵
意
の
存
在
を
証
言
し
て
い
る
と
解
し
て
お
き
た
い 。

十
二
世
紀
後
半
以
後
の
諸
記
述
は 、

年
代
記
類
の
極
く
短
い
記
載
を
別
に
す
れ
ば 、

と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
が
明
白
で
丸
紅
が 、

こ
の
内 、

2 

ほ
ゾ
E
C 、

オ
ル
デ
リ
ッ
ク
を
史
料

と 、

通
称
「
ギ
ヨ
l

ム
・
ゴ
デ
ル
の

pu
pι 、

町
岩

唱えミ
ミ

』hbh

g
s
（
E
M
と
略
記）

E
M
の
第
一

巻
は
後
に
エ
l

ベ
ル
バ
ッ

ハ
の
修
道
院
長
と
な
る
コ
ン
ラ
l
ト

が
ク
レ
ル
ヴ
ォ
！

の

修
道
士
で
あ
っ
た
時
期
に
（
一
一

七
九
l

一
一

九
三
年）

書
か
れ
叫 。

年
代
記」

と
は
特
に
注
目
に
値
す
る 。

一

方
伝
統
的
に
リ
モ
l

ジ
ュ
の
聖
マ
ル
シ
ャ
ル
の
修
道
士
ギ
ヨ
｜

ム
・
ゴ
デ
ル
に
帰
せ
ら
れ
て
き
た
年
代
記
は 、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド

出
身
で
一
一

四
四
年
シ
ト
｜

会
修
道
士
と
な
っ
た
人
物
に
よ
っ
て
一
一

七

三
年
迄
に
書
か
れ
問 。

そ
の
記
述
は
サ
ン
ス
地
方
の
情
報
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
か
ら 、

作
者
は
ポ
ン
テ
ィ

ニ
イ
の
修
道
士
で
あ
っ
た
可

E
C
に
拠
り
つ
つ
ロ
ベ
ー

ル
と
モ
レ
l

ム
修
道
士
に
好
意
的
な
叙
述
を
し
て
い
る
事
と 、

能
性
が
強
い 。

こ
れ
が
注
目
を
惹
く
所
以
は 、

シ
ト
l

創
立
を
語
っ
た
後
は 、
ク
レ
ル
ヴ
オ
｜

及
び
ポ
ン
テ
ィ

ニ
イ
の
情
報
へ
と
移
っ

て 、
シ
ト
l

の
一
一
一

二
年
以
後
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
な
い
点 、

及
ぴ
こ
れ
自
体
が
他
の
諸
年
代
の
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
丸
紅 。

こ
こ
で
は
ロ
ベ
ー

ル
は
二
度
に
亘
っ
て
「
シ
ト
｜

初
代
修
道
院
長」

と
呼
ば
れ 、

彼
の
帰
還
に
つ
い
て
は
「
こ
の
年
に 、

モ
レ
l

ム
と
シ
ト
！

の
双
方
の
初
代
院
長
で
あ
っ
た
ロ
ベ
ル
ト
ゥ

ス
は 、

モ
レ
ト

ム
の
修
道
士
達
の
疲
れ
を
知
ら
ぬ
陳
情
に
従
い

、

ロ
ー

マ
教
皇
に
強
い
ら
れ
て
：
：
：

呼
び
戻
さ
れ
た 。
」

と
さ
れ
る 。

更
に

こ
れ
を
抜
き
書
き
し
た
ト
ゥ
l

ル
年
代
記
は
「
疲
れ
を
知
ら
ぬ
」

を
「一
棋
を
誘
う
よ
う
な」

と
書
き
換
え
て
い
る 。

か
か
る
親
モ
レ
l

ム

的
記
述
は 、

特
に
ロ
ベ
ー

ル
を
初
代
院
長
と
す
る
点
に
つ
い
て
言
え
ば 、
十
二
世
紀
の
シ
ト
ー

が
採
っ
た
公
式
の
立
場
と
は
異
な
る 。

我
々

は
こ
こ
に
作
者
自
身
の
判
断
を
み
る
よ
り
も 、

む
し
ろ
作
者
が
生
き
て
い
た
親
モ
レ
l

ム
的
な
ミ
リ
ュ
ウ
を
想
定
し 、

お
そ
ら
く
こ
れ
が

そ
の
ミ
リ
ュ
ウ
の
共
通
了
解
事
項
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い 。

シ
ト
l

修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

五
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シ
ト
｜
修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

五

他
方
E
C
と
E
P
を
用
い
つ
つ、

全
く
相
反
す
る
叙
述
を
残
し
て
い
る
の
が
E
M
で
あ
る。

そ
の
創
立
史
の
執
筆
動
機
は
「
黒
衣
叫

J

釘

の
修
道
士
達、

就
中
ド
イ
ツ
諸
地
方
に
住
む
彼
等
が
：
：
：
我
等
の
聖
師
父
達
が
自
ら
の
修
道
院
長
の
意
志
に
反
す
る
中
傷
と
不
服
従
に

オ

ル

ド

1

よ
っ
て、

モ
レ
l
ム
修
道
院
か
ら
出
奔
し
た
の
だ
と
断
言
し
て、

我
々
の
聖
な
る
修
道
生
活
を
既
め
る
の
を
や
め
な
い
」

か
ら
で
あ
り、

「
彼
等
の
嘘
が
如
何
に
恥
知
ら
ず
で
あ
る
か
」

を
証
明
す
る
為
で
あ
説。

こ
れ
は
か
な
り
戦
闘
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず、

そ
の
意

味
で
創
立
史
を
語
る
部
分
は、

フ
ラ
ン
ス
よ
り
少
し
遅
れ
て
舞
台
を
ド
イ
ツ、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
し
て
燦
り
続
け
た
シ
ト
l
・

ク
リ
ユ

一一
l

論
争
の
産
物
の
ひ
と
つ
で
丸
山町。

彼
の
作
品
は、

一

二
二
二
年
シ
ト
l

会
総
会
が、

列
聖
さ
れ

た
ロ
ベ
ー
ル
を
正
式
に
シ
ト
l

初
代
修
道
院
長
と
認
め
る
決
議
を
採
択
し
た
後、

少
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
内
の
写
本
で
は
削
除
を
蒙
っ

活。

削
除
は
一

巻
H
章、

ロ
ベ
ー
ル
批
判
の
激
し
さ
の
故
に

ロ
ベ
ー
ル
帰
還
問
題
の
処
理
を
教
皇
使
節
に
命
じ
た
ウ
ル
パ
ヌ
ス
二
世
文
書
（
E
P
第
6
章）

か
ら
始
ま
る。

こ
れ

は
帰
還
が
強
制
的
で
な
く
彼
に
選
択
の
余
地
が
残
き
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
ろ
う。

削
除
さ
れ
た
第
回
章
は、

E
P
第
7
章
の

裁
定
通
知
書
を
写
し
て
い
る
が、

そ
の
後
に
コ
ン
ラ
l

ト
は
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
言
う。
「
か
く
し
て
こ
の
院
長
は
荒
野
の
恐
怖
と
不
毛
に

倦
み、
同
時
に
以
前
の
栄
誉
と
快
適
さ
と
を、
け
し
か
ら
ぬ
こ
と
に
忘
れ
ら
れ
ず、

教
皇
か
ら
遣
さ
れ
た
書
簡
の
文
面
に
従
え
ば、

隠
者
の

（

詑
）

清
貧
を
愛
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
自
ら
を
弁
明
出
来
る
の
で、
知
上
の
全
て
を
承
認
し
且
つ
行
っ
た。」

続
い
て、
全
員
が
か
か
る
ロ
ベ
ー
ル

に
従
っ
て
シ
ト
ー
を
去
ら
な
か
っ
た
事
は
服
従
義
務
違
反
を
構
成
し
な
い
と
主
張
し
た
後、
「
一

体
か
の
地
上
的
生
活
の
詔
い
に
充
ち
た
快

適
き
が
如
何
に
た
か
く
つ
い
た
か
と
言
う
と、

そ
の
誘
惑
に
乗
っ
て
か
の
院
長
が
荒
野
の
苛
酷
き
を
棄
て、

堅
志
の
徳
を
失
い
、

：
：
：
結

オ

ル

ド

！

局
こ
の
こ
と
だ
け
で、

も
し
彼
が
堅
忍
を
守
っ
て
不
徹
底
の
道
へ
と
踏
み
誤
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
必
ず
や
シ
ト
ー
の
聖
な
る
修
道
生
活
の

初
代
の
院
長、

献
身
的
な
制
定
者、

ま
た
尊
ぶ
べ
き
創
始
者
と
言
わ
れ、

ま
た
そ
れ
に
値
し
た
で
あ
ろ
う
に、

彼
が
神
の
恩
寵
の
特
典
を

（

担
）

失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
」

と
き
め
つ
け
て
い
る。

削
除
は
第
却
章
冒
頭
部、

即
ち
E
P
第
口
章
ア
ル
ベ
リ
ッ
ク
の

死
の
記
事
ま
で
に
及
び、

そ
の
結
果
「
初
代」

ロ
ベ
ー
ル
の
帰
還
の
記
事
が
「
第
二
代
シ
ト
l

修
道
院
長
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
の
選
挙」
（
E
M

第
却
章
標
題）

に
直
結
す
る
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
説。
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ば、
実
物
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
よ
り
は、
E
P
作
者
の
創
作
で
あ
る
可
能
性
が
強
川r
特
に
文
体
比
較
に
耐
え
る
丈
の
分
量
の
書
簡
が
残
っ
て

い
る
リ
ヨ
ン
大
司
教
ユ
｜
グ
の
そ
れ
の
場
合、
明
瞭
な
文
体
の
相
違
が
指
摘
さ
れ
て
お
り、
シ
ト
l
に
コ
ピ
ー
が
残
り
得
る
チ
ャ
ン
ス
も
最

E
P
の
作
者
は
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
を、

E
P
第
2
・
7
・
H
章
の
諸
文
書
を
援
用
し
て
書
き、

客
観
的
証
言
の
名
を
借
り
て、

も
少
い。

彼
自
身
の
感
情
を
吐
露
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る。

一
方
E

c

－
－
は、

ま
ず
精
神
面
・
物
質
面
で
の
モ
レ
l
ム
の
繁
栄
か
ら
筆
を
起
す。「
所
有
物
と
徳
と
の
結
び
つ
き
は
永
続
し
な
い
」
と

い
う
言
葉
も、
物
質
的
繁
栄
が
徳
の
減
退
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
非
難
を
暗
示
す
る
と
い
う
よ
り
は、
一
般
的
真
理
と
し
て
し
か
用
い
ら
れ

モ
レ
｜
ム
を
出
ょ
う
と
し
た
人
々
を
動
機
づ
け
た
の
は、

当
修
道
院
で
は
戒
律
が
「
彼
等
の
願
望
と
意
図
ほ
ど
に
は」

実
践

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
不
満
で
あ
り、

こ
れ
は
即
ち
モ
レ
l
ム
の
採
る
修
道
慣
習
律
に
対
す
る
不
満
で
あ
っ
た。

モ
レ
l
ム
の
修
道
士
共

同
体
は、

そ
れ
を
遵
守
し
て
「
聖
ら
か
に
且
つ
真
警
に」

生
活
し
て
い
た
の
で
あ
り、

且
つ
そ
れ
は
モ
レ
l
ム
創
建
当
時、

最
高
の
讃
辞

て
い
な
い。

で
飾
ら
れ
て
い
た
ク
リ
ュ
ニ
！
の
修
道
慣
習
の
系
列
に
属
し
て
い
た。

モ
レ
l
ム
は
そ
の
意
味
で
「
改
革
修
道
院」
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の

で
あ
り、
一
O
九
五
年
の
ウ
ル
パ
ヌ
ス
二
世
の
特
権
状
は、
一
一
O
O
年
シ
ト
l

宛
パ
ス
カ
リ
ス
二
世
の
特
権
状
に
み
ら
れ
る
如
き
称
讃

と
激
励
の
フ
ォ
ル
ミ
ュ
i
ル
を
有
し
て
い
足。
又
当
時
の
モ
レ
l
ム
の
修
道
生
活
面
で
の
活
力
は、
一
一
O
O
年
迄
に
ラ
ン
グ
ル
司
教
区
だ

け
で
も
最
低
叩
分
院
を
擁
し
て
い
た
事
か
ら
も
推
測
出
来
討
が、

更
に
そ
の
胸
中
か
ら
シ
ト
l

修
道
院
の
先
行
例
と
も
い
う
べ
き
オ
｜
ル

プ
修
道
院
を
生
み
出
し
も
し
た。
そ
の
創
立
の
際
に
モ
レ
｜
ム
で
作
成
さ
れ
た
文
書
に
よ
れ
ば、
オ
ー
ル
プ
は
モ
レ
l
ム
の
g
F

で
あ
っ

た
が、

当
地
を
守
っ
て
い
た
ギ
l

以
下
数
名
の
修
道
士
が「
神
の
霊
感
を、
つ
け
て
我
等
の
聖
師
父
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
の
徒
に、
よ
り
厳
正

ア
パ

テ
ィ

ア

｛
5
）

に
依
拠
せ
ん
と
願
い
」、

修
道
院
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
を
希
望
し、

修
道
院
会
議
の
審
議
を
経
て、

そ
の
要
求
が
寄
ら
れ
て
い
る。
こ
の

文
書
の
作
成
目
的
は、

か
く
し
て
独
立
し
た
オ
ー
ル
プ
に
対
し、

モ
レ
l
ム
修
道
院
の
上
席
権
と
院
内
紛
争
に
つ
い
て
の
上
級
審
査
権
と

こ
の
協
定
は
一
方
の
当
事
者
が
ロ
ベ
ー
ル
で
あ
り

前
述
の
審
議
は
彼
の
主
宰
の

を
留
保
す
る
協
定
の
締
結
を
記
録
す
る
事
で
あ
っ
た。

下
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
か
ら、

オ
ー
ル
プ
創
立
の
経
緯
は

こ
れ
が
ロ
ベ
ー
ル
の
賛
意
に
よ
る
も
の
で
あ
り、

同
時
に
彼
の
見
識
の

シ
ト
｜

修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

五
七
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シ
ト
l
修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

五
八

高
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る。

し
か
し
「
戒
律
の
文
字
通
り
の
遵
守」
と
い
う
発
想
は
彼
に
由
来
し
な
い
し、

そ
の
意
味
で
シ
ト
l

創
立
に
お
け
る
彼
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を

オ
ル
デ
リ
ツ
ク
の
叙
述
の
如
く
彼
に
帰
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い。

こ
の
協
定
の
証
人
の
中
に
は
副
院
長
ア
ル
ベ
リ
ツ
ク
の
名
が
見
え、

又
起
草
者
「
修
道
士
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
」

は
エ
チ
エ
ン
ヌ
・
ハ
l
デ
イ

ン
グ
そ
の
人
に
比
定
さ
れ
う
る。

彼
は
こ
の
協
定
に
至
る
論
議
に
参
加
し、

者
と
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

シ
ト
i
創
立
に
お
け
る
エ
チ
エ
ン
ヌ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
語
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
叙
述
は、

ン
ド
お
国
自
慢
を
割
引
い
て
考
え
て
も、

あ
る
程
度
傾
聴
に
値
す
る。

と
す
れ
ば
追
随
者
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も、

で
あ
っ
た
ら
し
い
ロ
ベ
ー
ル
へ
の
シ
ト
l
創
立
者
達
の
不
信
は、

お
そ
ら
く
そ
れ
を
最
も
良
く
理
解
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
起
草

そ
の
イ
ン
グ
ラ

お
そ
ら
く
は
共
鳴
者

ロ
ベ
ー
ル
に
と
っ
て
芳
し
か
ら
ざ
る
「
性
癖
と
な
っ
た
軽
兆」

の
語
を

削
除
せ
ず
に
リ
ヨ
ン
大
司
教
の
裁
定
書
（
E
P
第
7
章）

を
再
録
せ
し
め
る
て
い
の
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
よ
う。

と
も
あ
れ
モ
レ
｝
ム
修
道
院
の
盛
況
を
伝
え
る
E
C
の
叙
述
は
客
観
的
で
あ
る。

し
か
し
E
C
は
ロ
ベ
ー
ル
の
帰
還
が
教
皇
命
令
に

よ
っ
て
強
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し、

E
つ
又、

そ
の
収
拾
の
た
め
に
パ
ス
カ
リ
ス
二
世
の
特
権
状
を
必
要
と
し
た
モ
レ
l
ム
と
の
紛

争
の
事
実
を
推
測
さ
せ
る
痕
跡
す
ら
残
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で、

む
し
ろ
顕
著
に
親
モ
レ
l
ム
的
で
あ
る。

同
時
に
E
C
に
は、

事
実

の
模
範
的
側
面
の
み
を
採
っ
た
教
訓
的
叙
述
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い。

他
方
E
P
は、

そ
の
序
文
で
も
既
に
明
ら
か
な
如
く、

法

に
な
じ
ん
だ
人
物
の
編
纂
物
で
あ
る。

そ
の
意
味
で、

E
P
に
お
け
る
「
荒
野」

Z
5
5
5
の
用
法
と、

E
P
第
2
章
リ
ヨ
ン
大
司
教
の

創
立
認
可
と
は
特
に
検
討
を
要
す
る。

1

E
P
・
E
C
共
に

シ
ト
l
の
地
に
つ
い
て

こ
れ
が
プ
ル
ゴ
i
ニ
ュ

侯
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し、

こ
の
地
を

Z
5
5
5

と
呼
ぴ
（
E
C
l
H
冒
頭、
E
P
第
3
・
7
章
て

そ
の
描
写
を
加
え
て
い
る
（
E
c
－
－
末
尾、
E
P
第
3
章）。
こ
の
語
と
描
写

と
は、
シ
ト
！
の
地
が
人
聞
の
居
住
地
で
な
く、

入
植
さ
れ
て
い
な
い
荒
蕪
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
印
象
づ
け
る。

年
代
記
類
の
証
言
も
こ
れ

以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
我
々
は
シ
ト
ー
の
創
立
文
書
に
よ
っ
て、
こ
の
土
地
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
細
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が

出
来
る。

こ
の
文
書
は

冨
〉
河
E
E一
に
よ
っ
て
一
一

O
O
年
末
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が、

ボ
｜
ヌ
副
伯
ル
ナ
l
ル
の
名
に
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よ
っ
て
出
さ
れ
た
一
O
九
八
年
以
来
の
五
通
の
関
連
文
書
を
便
宜
的
に一
通
の
覚
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
・あ
る。
ま
ず
ル
ナ
l
ル
と
そ
の

一
家
は
「

彼
等
と
彼
等
の
祖
先
の
罪
の
赦
し
の
為
に」
新
修
道
院
長
と
修
道
士
に
「

古
来
シ
ト
l

と
呼
ば
れ
て
き
た
彼
の
世
襲
地
か
ら、

修
道
院
と
修
道
院
の
作
業
場
を
建
設
す
る
為
に、
又
耕
作
を
行
う
為
に、
・
：
必
要
な
分
量
を
提
供
し
た。」
そ
の
後
彼
等
は
そ
れ
を
正
式
に

贈
与
し、

所
有
権
を
放
棄
し
た。

そ
の
際
彼
は
「

彼
が
保
有
し
て
き
た
同
地
の
教
会
堂
を、

そ
れ
が
神
の
み
の
所
有
権
に
属
す
る
に

も
拘
ら
ず、
彼
は
俗
人
で
あ
る
の
で、

修
道
院
長
と
残
余
の
修
道
士
達
が
彼
自
身
の
手
か
ら
そ
れ
を
受
け
る
方
が
如
何
に
も
相
応
し
い
の

で、
彼
は
そ
れ
を
手
放
し、

今
後一
切
の
所
有
権
を
放
棄
し
て、
・
：
修
道
士
達
に・
：
委
ね
が「」
「

そ
の
時
ル
ナ
l
ル
が
留
保
せ
ん
と
し
た

彼
の
土
地
の
残
余
の
部
分」
に
つ
い
て
は、
ブ
ル
ゴ
l
ニ
ュ
侯
が、

年
額
却
ス
l
と
ボ
l
ヌ
領
内
に
侯
が
所
有
す
る
葡
萄
畑
を
代
償
と
し

て
そ
れ
を
譲
受
し、

新
修
道
院
に
贈
与
し
mr
こ
の
時
点
で
「

シ
ト
！
と
呼
ば
れ
る
土
地」
は
ほ
ぼ
修
道
院
の
所
有
に
移
っ
た
が、
し
か
し

完
全
に
で
は
な
か
っ
た。
ル
ナ
｜
ル
は、

「修
道
士
達
の
耕
地
か
ら
離
れ
た
所
に」
彼
の
領
民
の
為
に
「

彼
等
自
身
の
耕
作
用
と
し
て、

彼

等
に
と
っ
て
充
分
な
分
量」
の
土
地
を
領
民
と
共
に
留
保
し
た
か
ら
で
あ
る。

そ
の
後
「

新
修
道
院
が
献
堂
さ
れ
た
時」
即
ち一
O
九
八

年
末、
木
造
の
所
謂
シ
ト
l
I

教
会
堂
の
献
堂
の
際
に、
上
記
の
全
贈
与
は
シ
ャ
ロ
ン
司
教
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ、

ブ
ル
ゴ
l
ニ
ュ
侯
は

同
時
に
「
修
道
院
に
付
属
し
て
い
る
森
林
に
お
い
て
も、
そ
の
周
固
め
彼
の
所
領
に
お
い
て
も、

完
全
な
使
用
権
を
彼
等
に
帰
属
せ
し
め

た。」
従
っ
て
創
立
当
時
の
シ
ト
ー
の
地
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
結
論
づ
け
ら
れ
得
る。
付
ボ
l
ヌ
副
伯
ル
ナ
l
ル
の
所
有
地
で
あ
り
封
建
関

係
の
及
ば
な
い
土
地
で
あ
る。
口
贈
与
の
性
格
は
所
謂
骨
S
S0・
2
50
5
で
あ
り、
従
っ
て
全
ゆ
る
種
類
の
負
担
の
対
象
と
な
ら
な
い。

臼
既
存
の
教
会
堂
へ
の
言
及
は
村
落
の
存
在
を
推
定
さ
せ
る。

同
森
を
伴
っ
た
耕
作
可
能
の
土
地
で
あ
り、

現
に一
部
に
農
民
が
居
住
し

て
お
り、

彼
等
は
居
住
し
続
け
た。

コ
ー
ト
・
ド
i
ル
と
は
対
照
的
な
森
が
ち
の
小
麦

地
帯
で
あ
る。
シ
ト
！
の
創
立
期
に
は
既
に、
森
の
縁
辺
部
の
村
落
が
耕
地
を
求
め
て
森
の
空
閑
地
へ
と
惨
透
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
れ←

現
在
こ
の
地
は
シ
ト
ー
の
森
と
呼
ば
れ、

所
謂
ブ
ル
ゴ
l
ニ
ュ
低
地
地
方
に
属
し、

E
P
・
E
C
の
描
写
は
こ
の
検
討
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
実
は
修
道
文
学
伝
統
に
つ
き
も
の
の、

聖
書
に
出
典
を
求
め
う
る
常
套
表
現
で

シ
ト
l

修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

五
九
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シ
ト
l
修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

一
ム
ハ
O

あ
る。
E
c
－
－
末
尾
の
］0
2
5
FOH
g吋
広
忠
4
8
EO
印OE
E
（出
口
町
は、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
戒
律
日
章
が
毎
土
曜
日
の
朝
課
で
諦
え
る

べ
く
命
じ
て
い
る
申
命
記
の
讃
歌
の
一

節
そ
の
も
の
で
あ
る。

修
道
土
が
極
め
て
自
然
に
こ
の
親
し
い
言
葉
を
頻
繁
に
用
い
て
き
た
こ
と

は
「
開。
「
E
g

が
拾
い
出
し
た
用
例
が
証
拠
だ
て
る。
E
P
第
3
章
の
一

見
具
体
的
に
み
え
る
表
現
は、

常
套
句
に
ま
つ
わ
り
つ
く
視
覚

的
イ
メ
ー
ジ
を
敷
桁
し
潤
色
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い。

「
開。
「何
回。
。
は

Z
S
B
5

も
同
様
に
修
道
院
の
場
所
を
示
す
語
と
し
て
好
ま
れ、
多
用
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
L
て
い
る。
こ
の
指
摘
そ
れ

自
体
は
正
し
い
と
し
て
も、

E
P
に
お
け
る
こ
の
語
は
文
学
的
常
套
句
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
え
な
い
側
面
を
も
っ
て
い
る。

何
と
な
れ

一

O
九
九
年
の
ウ
ル
パ
ヌ
ス
二
世
書
簡
（
E
P
第
6
章）

に
見
ら
れ、

E
P
叙
述
部
分
の
「
E
5
5
5
を
愛
す
る」
（
E
P

ば
こ
の
語
は、

5
章）、
「
Z
5
5
5
を
好
ま
ぬ」
（
E
P
7
章）

と
い
う
表
現
の
源
と
な
っ
て
い
る
が、

書
簡
と
叙
述
部
分
と
で
は
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
を
異

に
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る。
ウ
ル
パ
ヌ
ス
書
簡
の

Z
5
5
5
は、

お
そ
ら
く
モ
レ
l
ム
の
修
道
士
が
教
皇
に
語
つ

た
陳
述
に
基
づ
い
て
お
り、
ヨ
g
g
Z円
5
5
及
び

80
ロo
σ
E
B
と
対
置
さ
れ
て
い
る。
こ
の
対
置
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
戒
律
第
一

章
の

修
道
士
の
分
類
を
当
然
想
起
さ
せ
る。

戒
律
第
一

章
は、

修
道
士
の
四
つ
の
種
類
の
第
一

に
5
8
2
Z
ロ
ロ
ヨ
に
住
む
のo
go
E
E
（
共
修

修
道
士）

を、

第
二
に

Z
5
5
5
に
住
む

Z
5
3
5
と

B
R
FO
B
E
（
隠
修
士）

を
挙
げ、

こ
れ
ら
を
「
忌
む
べ
き」

他
の
二
種
類
と

区
別
し
て
い
る。

こ
の
第
二
の
も
の
は
「
共
同
体
を
離
れ、

荒
野
の
孤
独
な
戦
い
に
赴
く
に
充
分
な
る
者」

で
あ
る。

モ
レ
！
ム
の
修
道

士
の
陳
述
に
よ
っ
て
教
皇
が
了
解
し
た
ロ
ベ
ー
ル
以
下
の
修
道
士
は、

お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た。

従
っ
て
教
皇
書
簡
の
中

の

E
5
自
己
印

と
は、

8
80
E
E
の

E0
5
2
3
c
E
に
対
応
す
る
ス
テ
イ
タ
ス
の
象
徴
で
あ
る。
こ
の
語
は、
一

件
を
処
理
し
た
リ
ヨ
ン

大
司
教
の
書
簡
（
E
P
第
7
章）

に
は
み
ら
れ
な
い。

彼
は
問
題
の
修
道
士
の
集
団
が
教
会
法
的
に
適
法
な
手
続
き
を
経
て
創
立
さ
れ
た

ωσ
σ
尽
日
に
し
て
B
S
S
Z円
三
日
で
あ
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る。
一

方、

E
P
に
於
い
て
は
ウ
ル
パ
ヌ
ス
書
簡
の

Eo
s
－

5
5
を
好
む
者
達」

を
「
E
S
B
5
を
好
む
修
道
士
5
8
R
E」

と
し、

こ
の
語
は
ス
テ
イ
タ
ス
と
対
応
せ
ず
に、

欠
乏
状
態、

厳
し
さ

の
象
徴
へ
と
意
味
を
変
え
て
い
る。

更
に
「
Z
5
5
5
を
好
ま
な
い
者
達」

に
至
っ
て
は、

こ
の
語
は
文
脈
上、

時
に
安
易
な
生
活
が
行
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わ
れ
る
場
所
に
対
す
る
対
義
語
と
な
っ
て
い
る。

E
P
の
叙
述
は
こ
の
点
で、

先
に
引
用
し
た
E
M
の、

帰
還
す
る
ロ
ベ
ー
ル
に
対
す
る

厳
し
い
非
難
を
自
然
に
ひ
き
出
さ
せ
る
の
で
あ
る。

リ
ヨ
ン
大
司
教
の
創
立
認
可
文
書
の
主
文
は、
ロ
ベ
ー
ル
以
下
七
名
の
モ
レ
l
ム
修
道
士
に
対
し、
戒
律
の
実
践
を
勧
め、
命
じ、

確
認
す
る
と
い
う
内
容
し
か
持
っ
て
お
ら
ず、
こ
の
点
で
は
修
道
院
設
立
認
可
と
し
て
は
極
〈
一

般
的
な
も
の
で
あ
る。

し
か
し
こ
の
主

ノ

テ
イ
フ

イ
カ
チ

才

文
を
導
く
告

知
部
は
E
P
作
者
に
と
っ
て
よ
り
重
大
な
意
義
を
持
っ
て
い
る。
内
容
は、
リ
ヨ
ン
大
司
教
が
聴
取
し
た
修
道
士
達
の
希
望

と
そ
れ
を
容
れ
た
彼
の
判
断
と
か
ら
成
っ
て
お
り、

要
点
は、

モ
レ
l
ム
で
は
戒
律
遵
守
が
達
成
不
可
能
で
あ
り、
そ
れ
故
に
彼
等
が
モ

レ
l
ム
か
ら
「
他
の
場
所
へ
」

移
る
こ
と
を
大
司
教
が
よ
し
と
し
た
と
い
う
点
で
あ
る。

一
般
に
修
道
士
が
「
他
の
場
所
へ
」

移
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
で
あ
る。
都
市
を
俳
個
し
修
道
院
を
渡
り
歩
く
修
道
士

は
教
会
当
局
の
取
締
り
の
対
象
と
し
て、

公
会
議
決
定
が
禁
令
を
繰
返
し
発
し
続
け
て
い
た。

そ
の
効
果
は
と
も
か
く、
修
道
生
活
に
身

を
委
ね
る
と
い
う
行
為
が
生
涯
を
通
じ
て
そ
の
身
分
を
堅
持
し
且
つ
そ
の
身
分
を
得
た
修
道
院
に
死
ぬ
迄
定
住
す
る
義
務
を
生
ず
る
と
い

う
考
え
方
は、
遅
く
と
も
六
世
紀
に
は
既
に
一

般
的
で
あ
り、
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
は
修
道
誓
願
の
中
核
に
こ
の
義
務
印
E
EH
E凹
を
す

え
た。

以
来
十
二
世
紀
迄、
修
道
誓
願
を
た
て
た
修
道
院
へ
の
定
住
（
印
g
E
E
乞o
C）

は
服
従
義
務
と
並
ん
で
誓
願
フ
ォ
ル
ミ
ュ
l
ル

の
二
大
要
素
で
あ
り
続
け、
戒
律
註
釈
者
達
は
こ
れ
を
強
調
し
続
け
た。

後
に
こ
の
義
務
の
解
釈
は
修
道
活
動
の
形
態
変
化
や
領
域
拡
大

に
応
じ
て
現
実
に
順
応
し、
十
三
i
十
七
世
紀
を
通
じ
て、
修
道
者
身
分
と
修
道
生
活
の
堅
持
こ
そ
が
本
質
で
あ
っ
て、

場
所
へ
の
定
住

は
二
義
的
と
さ
れ、

修
道
誓
願
は
周
知
の
三
要
素、

服
従、

貞
潔、
清
貧
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く。

シ
ト
l
創
立
の
時
点
で

は、

定
住
義
務
は
修
道
士
の
行
動
を
規
制
し
続
け
て
い
た
が、
こ
の
義
務
は
個
別
的
に
は
免
除
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
っ
た。

伝
道、

布
教
な
い
し
巡
歴
説
教
を
行
う
者、
ま
た
司
教
位
等
教
会
の
要
職
に
あ
げ
ら
れ
た
修
道
士
の
ケ
l
ス
が
こ
れ
で
あ
る。

し
か
し
こ
こ
で
シ

ト
i
の
創
立
が
係
っ
て
く
る
の
は、
教
会
改
革
の
為
の
免
除
特
例
で
あ
る。

八
九
五
年
「
教
会
の
規
律
の
再
建
の
為
に」

ト
リ
ブ
l
ル
で

聞
か
れ
た
公
会
議
の
カ
ノ
ン
却
は
言
う。
「
誰
か
修
道
士
が、
魂
の
利
益
の
為
に
或
い
は
多
く
の
魂
の
利
益
の
為
に、
司
教
・
修
道
院
長
お

2 

シ
ト
l
修
道
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と
史
料
（
岸
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シ
ト
l
修
道
院
創
立
と
史
料
（
捧

ー

ム

，、

よ
び
修
道
士
達
の
同
意
に
基
づ
き、

彼
の
修
道
院
を
出
で、
他
の
修
道
院
に
入
ら
ん
と
決
意
し
た
る
場
合
に
は、
我
々
は
同
意
し
且
つ
賛

成
す
る
も
の
で
あ
話。
」
更
に
九一
三
年
教
皇
ヨ
ハ
ネ
ス
十
一
世
は、
当
時
の
修
道
院
改
革
の
旗
手
ク
リ
ュ
ニ
l
に、
規
律
が
弛
緩
し
た
他

の
修
道
院
か
ら
逃
れ
て
く
る
修
道
士
を
受
け
客
れ
る
特
権
を
賦
与
し
て
い
る。
か
か
る
定
住
義
務
に
対
し
て
設
け
ら
れ
た
免
除
ケ
l
ス
は、

出
発
の
際
に
司
教
・
修
道
院
長
等
の
許
可
を
要
し、
現
在
所
属
し
て
い
る
修
道
院
が
堕
落
し
て
い
る
事、
目
的
地
が
よ
り
規
律
の
秀
れ
た

修
道
院
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る。
更
に
目
的
地
が
既
存
の
修
道
院
で
な
い
場
合、
修
道
院
の
創
設
が
問
題
と
な
る
が、

教
会
法

は
管
区
司
教
の
許
可
を
四
五
一
年
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
以
来
そ
の
不
可
欠
の
要
件
と
し
て
お
り、
こ
の
原
則
が
揺
ら
い
だ
こ
と
は
一
度
も

な
し

ノ

テ

イ
フ

イ
カ
チ

才

問
題
の
書
簡
の
告

知
部
は、
実
に、
こ
れ
ら
全
て
の
条
件
が
充
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る。
ロ
ベ
ー
ル
以
下
の
修
道
士
達
は、

そ
の
反
対
が
予
想
さ
れ
る
管
区
司
教、
ラ
ン
グ
ル
司
教
に
は
お
そ
ら
く
許
可
を
求
め
ず、
ラ
ン
グ
ル
と
シ
ャ
ロ
ン
の
上
級
管
区
で
あ
る
リ

ヨ
ン
の
大
司
教、

当
時
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
教
皇
の
代
理
権
者、
教
皇
使
節
ユ
1
グ
の
許
で
許
可
を
求
め、
そ
の
際
モ
レ
l
ム
で
は
戒
律

が
「
不
徹
底
か
つ
疎
略」

に
し
か
遵
守
き
れ
て
い
な
い
と
証
言
し、
彼
等
は
戒
律
を
「
よ
り
厳
正
か
つ
完
全
に」
遵
守
し
た
い
と
希
望
し

た
の
で
あ
っ
た
か
ら。
ユ
ー
グ
は
当
然
モ
レ
l
ム
出
発
を
勧
告
し
「
他
の
場
所」
で
の
修
道
生
活
の
発
足
の
意
志
を
「
使
徒
の
権
威
に
よ

り・・・
永
遠
に
確
認
し
た」
の
で
あ
る。

モ
レ
l
ム
を
出
て
「
他
の
場
所
へ
」
移
る
こ
と
が
教
皇
使
節
の
判
断
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
告
げ
る
こ
の
文
書
は、
か
く
し
て

必
然
的
に、

読
む
者
に
モ
レ
l
ム
の
修
道
生
活
の
破
綻
を
印
象
づ
け
た
は
ず
で
あ
り、

E
M
は
こ
の
点
で
も
そ
れ
を
増
幅
し
た。

教
会
法
的
に
適
法
な
創
立
を
強
調
す
る
E
P
は、
そ
の
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
既
に
反
モ
レ
l
ム
の
体
質
を
有
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る。

（

1
）
 

（

2
）
 

前
掲
拙
訳、
一
九一
頁
註
（
l）
参
照

こ
の
こ
と
は』・
o
→zoz
oc
の
O
C
同Z
〉
C
－

F
2
02m
S
E
n－ω
Z
5
5ロロ冊
目y
河内
ロ

hhnN
E
E
P
EON
－

Eωω
が
始
め
て
指
摘
し、
シ
ト
l
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III

如
上
の
両
開
MO円
島ロ
自
の
相
異
は、

各
々
の
成
立
事
情
の
違
い
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

以
下
両
史
料
の
成

立
年
代、

成
立
動
機
を
う
か
が
う
手
が
か
り
を
検
討
し、

筆
者
な
り
の
解
釈
を
ま
と
め
た
い。

－

両

FSE
E
B
は
成
立
年
を
明
記
し
て
い
な
い。

従
っ
て
本
文
が
語
っ
て
い
る
最
後
の
事
件
が
成
就
し
た
年
を
成
立
の
上
限
と
す

る
と
い
う一
般
法
則
に
従
い
つ
つ、

〈〉
Z
ロ
〉
豆
沼間
が
E
P
に
与
え
た
年
代
は、
上
限
を
一
一
一
二
年、
聖
ベ
ル
ナ
l
ル
加
入
の
年
に、

そ
し
て
当
然
記
載
さ
る
べ
き
一
一
一
九
年
十
二
月
の
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
の
文
書
へ
の
言
及
を
欠
く
が
故
に
下
限
を
こ
の
年
に
お
行。

彼
は
第
四
章
を
考
察
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る。

E
P
の
沼
の
手
写
本
の
内
ロ
は
第
回
章
を
欠
い
て
お
り、

そ
れ
故
に
彼
は
こ
の
章
が
成

立
当
初
に
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る。

し
か
し
こ
の
章
を
有
す
る
写
本
は
却
を
数
え
る
の
で
あ
り、

し
か
も
写
本
成
立
年
が

最
も
古
い
4
写
本
は
い
づ
れ
も
第
回
章
を
持
っ
て
い
る
か｛
臼、

こ
れ
が
本
来
な
か
っ
た
と
す
る
見
解
は
説
得
的
で
は
な
い。

む
し
ろ
こ
の

章
は
前
章
と
内
容
的
に
密
接
な
継
続
性
を
有
し
て
い
る
と
さ
え
言
い
得
る。

こ
こ
で
は
1
プ
ラ
ス
ロ
と
い
う
象
徴
的
な
数
が
強
調
さ
れ、

第
回
章
末
尾
の
新
規
修
道
院
開
設
の
際
の
要
員
規
定
（
修
道
院
長
プ
ラ
ス
ロ
名
の
修
道
士）

と
同
様、

E
P
全
篇
を
流
れ
る
「
聖
ベ
ネ
デ

シ
ト
l
修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

一

六
五
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シ
ト
l
修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

一

ム

ハ

占

ハ

イ
ク
ト
ゥ
ス
に
倣
う」

と
い
う
主
題
が、

娘
修
道
院
建
設
と
い
う
次
元
で
最
終
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
足。

事

実
こ
れ
が
当
時
の
思
考
連
鎖
に
忠
実
な
読
み
方
で
あ
る
こ
と
は
E
M
第
一

巻
却
章
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る。

コ
ン
ラ
l
ト
は
こ
こ
で
E
P

第
回
章
を
写
し、
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
言
う。
「
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
の
生
涯
と
戒
律
と
に
：・
競
い
合
お
う
と
熱
望
し
て
や
ま
な
か
っ
た

彼
等
は、

こ
の
喜
ば
し
い
盛
況
に
つ
い
て
も、

彼
の
模
倣
者
で
あ
り、

か
の
人
が
父
〔
た
る
修
道
院
長〕

達
を
定
め
つ
つ
ロ
の
修
道
院
を

建
設
し
た
如
く・
：
こ
の
人
々
も
修
道
生
活
の
革
新
に
当
っ
て
ロ
の
修
道
院
を
建
て
た
の
で
あ
り、

恰
も
キ
リ
ス
ト
の
ロ
使
徒
の
如
く
聖
霊

の
恩
寵
に
酔
い
つ
つ、
普
き
世
界
に
救
済
の
盃
を
差
出
し
た
の
で
あ
っ
た
」
か
く
し
て
第
回
章
を
排
除
し
な
い
と
す
る
と
シ
ト
！
と
そ
の

ロ
の
娘
修
道
院
が
存
在
し
始
め
た
一
一
二
O
年
三
月
を
遡
り
得
る
成
立
年
代
の
上
限
と
み
な
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
話。

2 

し
か
し
こ
の
場
合、

下
限
を
日
番
目
の
娘
修
道
院
が
創
立
さ
れ
た
同
年
十
月
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
思
え
な
い。

こ
の
数
が

修
道
院
数
の
増
加
に
伴
っ
て
変
化
し
う
る
数
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る。

E
C
は
「
天
来
の
訪
れ」

か
ら
十
二
年
目
に
却
の
妓
修
道
院
が
存

在
し
た
と
敢
え
て
書
く
こ
と
に
よ
っ
て、
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
の
故
事
に
倣
っ
た
と
続
け
る
際
に
矛
盾
を
生
じ、
歯
切
れ
の
悪
い
叙
述
を

E
C
は
更
に
却
人
の
修
道
院
長
に
よ
っ
て
カ
ル
タ
・
カ
リ
タ
l
テ
ィ
ス
が
承
認
さ
れ
且
つ
教
皇
に
認
可
さ
れ

た
と
語
っ
て
い
る。
下
回
開
〈
百
は
こ
れ
を
誤
記
と
断
じ、
ロ
と
読
む
よ
う
提
案
し
足。
し
か
し
一
一
一
九
年
末
教
皇
認
可
の
時
点
で
は
娘

修
道
院
数
は
日
で
あ
り、
事
前
に
修
道
院
長
全
員
の
承
認
を
受
け
た
と
す
れ
ば、
そ
の
機
会
は
修
道
会
総
会
の
場
以
外
に
は
考
え
ら
れ
ず、

こ
れ
が
例
年
九
月
に
聞
か
れ
る
慣
習
で
あ
つ
だ
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば、

こ
の
時
点
で
の
総
数
は
9
で
し
か
な
い。

従
つ
で
却
を
ロ
と

加
の
娘
修
道
院
が
存
在
し
始
め
た
の
は、

残
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た。

E
C
の
記
述
は
一

応
こ
の
ま
ま
受
と
る
と
し
て、

年一

月
末
で
あ
り、

こ
の
数
を
超
え
る
の
は
翌
年
三
月
で
あ｛
針。

「
訂
正」

す
る
必
然
性
は
な
い。

一

一

3 

E
P
に
お
い
て、

修
道
院
名
は
極
め
て
規
則
的
な
現
わ
れ
方
を
み
せ
て
い
る。

即
ち
収
録
さ
れ
た
文
書
類
が
20
〈C
B
Zoロ
2
5’

ル
に
お
い
て
も
同
様
で、

を
と
る
の
に
対
し、
序
を
含
む
叙
述
部
分
と
各
章
の
標
題
と
は
常
に
Q
件。円。
E
B
を
用
い
て
い
る。
こ
の
事
情
は、
C
C
プ
リ
オ
l

シ
ト
l
の
名
は、

序
と
各
章
標
題
に
し
か
見
ら
れ
な
い。

こ
の
二
つ
の
名
称
に
つ
い
て
論
じ
た
冨
〉
自
己
男
に

コロ
ロH
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20
〈C
B
冨
B
S
Z
江
戸H

HHH

と
は
モ
レ
l

ム
に
較
べ
て
「
新
し
い
」
修
道
院
の
意
で
あ
り 、
シ
ト
l

が
単
独
の
修
道
院
で
あ
り 、

そ
の
母
胎
モ
レ
l

ム
を
意
識
し
て
い
た
期
聞
の
名
称
で
あ
る 。

し
か
し
四
首
位
娘
修
道
院
の
揃
っ
た
一
一
一
五
年
以
後
は
最
早
モ
レ
i

ム

よ
れ
ば

と
の
対
比
の
意
義
が
薄
れ 、

以
後
独
立
の
し
か
も
成
長
し
つ
つ
あ
る
修
道
会
の
頭
と
し
て
地
名
シ
ト
！

を
修
道
院
名
と
し
て
採
る
に
至
る

の
で
あ
っ

て 、

名
称
変
化
の
完
成
期
が
一
一
一
九
年
で
あ
る
と
す
説 。

名
称
の
最
終
的
転
換
が
一
一
一
九
年
に
起
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い

得
丸
山 ｝
と
し
て
も 、

彼
の
所
謂
名
称
移
行
期一
一
一
五
｜一

九
年
の
聞
の
文
書
に
於
け
る
用
例
を
検
討
し
て
み
る
な
ら
ば 、

こ
の
名
称
混

在
現
象
は 、

む
し
ろ
地
名
を
も
と
に
し
て
外
部
か
ら
呼
ば
れ
る
通
称
と 、

正
式
名
と
し
て
修
道
院
が
自
称
す
る
名
称
と
の
混
在
と
考
え
ら

れ
る 。

事
実
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ

ス
文
書
を
含
め
て
以
後
規
則
的
に
現
わ
れ
る
正
式
名
開
2
一

g
p
nO
BO
EC
R
冨
B
E
Z
2
5ロ
（
ω
S
2
8

Z
R
50）
（UF
20
5
5
5
5
の
表
現
に
限
れ
ば
こ
の
文
書
以
前
の
用
例
は
僅
か
に
二
例
し
か
丸
山） O
Z04Z
E
Zo
口
問
的

Z
5
5
は一
一
一一
九

年
の
教自主
文
書
を
転
期
と
し
て
自
称
を
変
え
た
と
み
る
方
が 、
よ
り

適
切
で
は
な
か
ろ
う
か 。
と
す
れ
ば
「
当
修
道
院
の
創
立
者
た
る
我
々

シ
ト
l

修
道
士
は」
と
い
う
自
称
で
始
ま
る
E
P
と 、

C
C
プ
リ
オ
l

ル
は一
一
一
九
年
以
前
に
は
位
置
さ
せ
難
い
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま

し、
。

4 

次
に
検
討
さ
る
べ
き
は 、

E
P
が 、

カ
リ
ク
ス
ト
ゥ

ス
二
世
の
認
可
を
受
け
る
為
に
提
出
さ
れ
た
C
C
プ
リ

マ
（
想
定
上
の
C
C

原
テ
ク
ス
ト）

の
導
入
部
と
し
て 、
シ
ト
ー

を
紹
介
す
る
役
割
を
担
い 、

同
時
に
確
認
を
受
け
る
文
書
の
集
成
で
あ
っ
た
と
す
る一
般
的

了
解
の
当
否
で
あ
話 。

現
在
伝
わ
っ

て
い
る
E
P
と
C
C
プ
リ
オ
l

ル
の
写
本
構
成
は
こ
の
了
解
を
支
持
す
る
が 、

C
C
プ
リ
オ
l

ル
は

C
C
プ
リ

マ
そ
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
ぺ 。

C
C
プ
リ
マ
を
確
認
し
た
教
皇
文
書
の
発
給
者
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ

ス
二
世
は 、

ク
リ
ュ

ニ
！

に

滞
在
中
死
去
し
た
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
二
世
を
継
い
で 、
一
一
一
九
年
二
月
同
地
で
選
出
さ
れ
た 。
し
か
し
前
代
以
来
の
対
立
教
皇
の
存
在
の
故
に

ロ
ー

マ
に
入
る
こ
と
を
得
ず 、
支
持
を
要
請
し
て
フ
ラ
ン
ス
各
地
を
歴
訪
し
て
い
た
が 、
本
文
書
は
そ
の
聞
の
十
二
月
二
十
三
日 、
北
仏
か

ら
サ
ン
ス
・

オ
｜

セ
ー

ル
・

ォ
l

タ
ン
経
由
で
ク
リ
ュ
ニ
l

に
向
う
途
中 、

ソ
i
リ
ウ
で
発
行
さ
れ
て
い
説 。

発
給
の
要
請
は 、

近
郊
に

ポ
ン
テ
ィ

ニ
イ
修
道
院
が
あ
る
オ
｜

セ
ー

ル
か 、
或
は
上
記
の
旅
程
中
最
も
シ
ト
l

に
近
く
な
る
ソ
l

リ
ウ
で
な
き
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が 、

シ
ト
｜
修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

一

六
七
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シ
ト
l
修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

一

六
八

い
づ
れ
に
せ
よ
発
給
申
請
を
動
機
づ
け
た
の
は、

教
皇
が
至
近
距
離
に
居
る
と
い
う
事
実
と、

こ
の
教
皇
が
シ
ト
ー
を
熟
知
し、

且
つ
ボ

ン
ヌ
ヴ
ォ
l

創
立
に
当
っ
て
C
C
を
知
っ
て
お
り、

し
か
も
自
ら
そ
れ
を
承
認
し
た
前
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
大
司
教
ギ
ー
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
い

う
事
情
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
吋。

シ
ト
ー
は
こ
の
教
皇
に
対
し
て
「
修
道
院
と
そ
の
生
活
内
容
と
が
如
何
に
教
会
法
に
適
っ
て
」
（
E
P

序）

い
る
か
を
説
明
し
紹
介
す
る
必
要
は
な
か
っ
た。

つ
ぎ
に
こ
の
文
書
で
教
皇
が
確
認
し
た
対
象
は、
「
か
の
カ
ピ
ト
ゥ
ラ
」

即
ち
修
道

会
総
会
決
定
事
項、

お
よ
び
C
C
に
比
定
さ
れ
る
「
コ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
テ
ィ
オ
」

の
外、

「
具
体
的
に
は、

如
何
な
る
修
道
院
長
も
規
則
に

遮
っ
た
推
薦
状
な
し
に
汝
等
の
修
道
士
を
受
容
れ
ざ
る
べ
し」

と
い
う
一

項
及
び
助
修
士
に
つ
い
て
の
同
様
事
項
の
繰
返
し
と
で
あ
必。

後
者
は、
一
一

O
O
年
の
パ
ス
カ
リ
ス
特
権
状
（
E
P
第
H
章
3
B
の
部
分）

の
ユ
l
グ
裁
定
書
確
認
条
項
の
再
確
認
で
あ
る。

実
際
E

P
所
収
の
諸
文
書
の
う
ち、

教
皇
が
確
認
す
る
に
足
る
と
思
わ
れ、

且
つ
確
認
さ
れ
得
る
対
象
が
あ
る
と
す
れ
ば、
パ
ス
カ
リ
ス
特
権
状
が

唯
一

そ
れ
で
あ
る。

シ
ト
l
に
宛
て
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
書
と
し
て
シ
ト
l
修
道
院
が
有
し
て
い
た
の
は
こ
れ
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る。

他
の
コ
ピ
ー
は
全
て
法
的
に
真
正
で
あ
る
条
件
を
欠
い
て
お
り、

そ
れ
故
に
説
明
用
と
考
え
る
に
し
て
も
法
的
立
証
能
力
を
有
き

pl向
、
O

J
L
U

LV
 

エ
チ
エ
ン
ヌ
修
道
院
長
が
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
の
許
に
携
え
て
い
っ
た
も
の
と
し
て
確
実
な
も
の
は、

C
C
及
び
カ
ピ
ト
ゥ
ラ

と
パ
ス
カ
リ
ス
特
権
状
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る。

真
正
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
こ
と
を
添
書
さ
れ
た
諸
文
書
の
第
一

次
コ
ピ
ー
が
持
参
さ
れ
た

可
能
性
は
な
い
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
単
な
る
コ
ピ
ー
を
ち
り
ば
め
た
E
P
で
は
お
そ
ら
く
決
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

以
上
吟
味
し
て
き
た
諸
要
素
を
充
た
し
得
る
と
思
わ
れ
る
解
釈
は、

カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
の
確
認
後、

そ
の
時
点
で
存
在
し
た

全
文
書
を
用
い
て、

現
存
す
る
写
本
形
態
で
の
編
集
が
着
手
さ
れ、

シ
ト
l
修
道
院
慣
習
律
及
び
修
道
会
総
会
決
定
事
項
集
成
と
セ
ッ
ト

5 

に
な
っ
て、

一
一

二
三
年
と
一
一

二
四
年
の
聞
に
二
十
人
の
修
道
院
長
の
承
認
を
受
け
た
の
だ
と
す
る
解
釈
で
あ
る。

創
立
か
ら
と
き
起

し
創
立
以
来
の
関
係
文
書
を
並
べ
、

最
後
に
シ
ト
l
修
道
院
の
盛
況
と
娘
修
道
院
群
の
出
現
を
語
る
E
P、

続
い
て
そ
れ
ら
修
道
院
相
互

の
関
係
を
律
す
る
立
法
の
成
立
を
語
る
C
C
プ
リ
オ
ー
ル
の
序、

次
い
で
章
別
に
整
理
さ
れ
た
C
C
プ
リ
オ
l
ル
本
文、

最
後
に
こ
れ
を

確
認
し
た
教
皇
文
書
を
加
え
る
と
い
う
構
成
自
体、

ま
さ
に
そ
の
冒
頭
に
た
つ
E
P
序
文
が
告
げ
る
如
く
「
修
道
院
と
そ
の
〔
修
道〕

生
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活
内
容
と
が
如
何
に
教
会
法
に
適
っ
て、

如
何
な
る
権
威
（
日
文
書）
に
依
拠
し
て」

創
ま
っ
た
か
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
E
P
は
「
シ
ト
！
の
修
道
院
自
体
を
語
る
物
語」
で
は
な
い。

こ
れ
は
シ
ト
l
の

中
世
的
意
味
に
お
け
る
オ
ル
ド
l、

即
ち
シ
ト
l

修
道
生
活
慣
習
の
成
立
物
語
で
も
あ
る。

そ
し
て
オ
ル
ド
l
の
近
代
的
な
意
味
に
お
け

る
シ
ト
l

修
道
会
の
成
立
史
で
も
あ
る
と
つ
け
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う。

そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
ま
さ
に、

シ
ト
ー
が
そ
の
シ
ト
l

的
修
道
慣
行
と
そ
の
起
源
と
を
カ
ノ
ニ
ツ
ク
に
正
当
づ
け
る
必
要
性
が
存
在

し
て
い
た。

既
に
ふ
れ
た
シ
ト
！
・
ク
リ
ュ
ニ
l
論
争
の
開
始
は
こ
の
時
期
に
あ
た
る。

激
な
発
展
に
較
べ
て
修
道
院
数
の
の
ぴ
が
軽
い
停
滞
を
み
せ
て
い
語。

こ
れ
は
ク
リ
ュ
ニ
l

を
含
む
従
来
の
オ
ル
ド
ー
を
守
る
諸
修
道
院

の
シ
ト
l
に
対
す
る
非
難
の
衝
撃
を
物
語
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

こ
れ
に
対
し
て、

モ
レ
l
ム
か
ら
の
出
発
が
定
住
義
務
違
反
の
汚

一
一
二
0
年
代
は
そ
の
前
後
の
シ
ト
i

会
の
急

名
に
相
当
し
な
い
こ
と、

シ
ト
l、

シ
ト
！
創
立
者
達
は
モ
レ
l
ム
に
戻
っ
た
ロ
ベ
ー
ル
に
対
す
る
服
従
誓
約
違
反
者
で
は
な
か
っ
た
こ

と、

そ
し
て
何
よ
り
も
シ
ト
！
の
修
道
生
活
の
「
奇
矯
な
新
し

ち
を
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
の
戒
律
と
い
う
典
拠
H
権
威
を
も
っ
て
擁

護
す
る
こ
と、
こ
れ
ら
が
シ
ト
l

修
道
院
と
そ
の
オ
ル
ド
l

を
正
当
化
す
べ
く
E
P
が
担
っ
た
役
割
で
あ
っ
た。

然
的
に
シ
ト
l
が
棄
て
た
も
の、

就
中
ロ
ベ
ー
ル
と
モ
レ
l
ム
修
道
院
に
対
す
る
敵
対
を
意
味
し
た
の
で
あ
る。

そ
し
て
そ
の
こ
と
は
必

E
C
は
前
項
に
述
べ
た
シ
ト
l

慣
習
律
大
全
と
も
言
う
べ
き
も
の
の
冒
頭
部
の
レ
ジ
ュ
メ
で
あ
る。

そ
の
成
立
は
一
一
二
三
｜
二

四
年
以
後
で
あ
り、

確
実
な
下
限
は
そ
れ
が
プ
レ
モ
ン
ト
レ
の
立
法
に
転
写
さ
れ
た
一
一
三
O
年
で
あ
説。

こ
の
レ
ジ
ュ
メ
の
成
立
動
機

6 

が、

伝
統
的
に
言
わ
れ
て
い
る
如
く
修
練
士
教
育
用
の
テ
ク
ス
ト
作
成
で
あ
っ
た
可
能
性
は
た
か
い。

叙
述
の
教
訓
的
ト
ー
ン
か
ら
も
こ

の
こ
と
は
首
肯
さ
れ
よ
う。

同
時
に、

シ
ト
l
の
オ
ル
ド
l
を
採
る
可
能
性
を
有
し、

し
か
も
尚
そ
れ
を
熟
知
し
て
い
な
い
集
団
に
宛
て

ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で、

修
練
士
の
み
な
ら
ず、

シ
ト
l
の
オ
ル
ド
i
へ
と
転
向
す
る
可
能
性
の
あ
る
既
存
の
諸
修
道
団
体
（
所
調

改
革
修
道
院
・
修
道
参
事
会
・
隠
修
士
グ
ル
ー
プ
等）
に
向
け
た
教
宣
文
書
で
も
あ
り
得
た。

プ
レ
モ
ン
ト
レ
及
び
ア
ル
エ
l
ズ
の
両
修

道
参
事
会
へ
の
影
響
は
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が、

こ
こ
で
は
E
C
の
教
宣
文
書
と
し
て
の
役
割
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
フ
ァ
ウ
ン

シ
ト
1
修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

一

六
九
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テ
ィ
ン
ズ
修
道
院
併
合
の
ケ
l
ス
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
修
道
院
は、

ヨ
！
ク
シ
ャ
！
の
聖
メ
ア
リ
ズ
修
道
院
の
副
院
長
に
率
ら

れ
た
一

群
の
修
道
士
が
そ
の
修
道
院
長
と
生
活
慣
習
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し、

ヨ
l
ク

大
司
教
の
後
押
し
を
得
て
聖
メ
ア
リ
ズ
を
出
で、
一

一

三
三
年
ク
リ
ス
マ
ス
に
創
立
さ
れ
た。

フ
ァ
ウ
ン
テ
ィ
ン
ズ
の
創
立
者
達
が
希
求
し
て
い
た
の
は
シ
ト
l

流
の
修
道
慣
習
で
あ
り、

彼

（

お
）

等
は
そ
の
旨
を
聖
ベ
ル
ナ
l
ル
に
書
き
送
っ
た。

聖
ベ
ル
ナ
i
ル
は
ク
レ
ル
ヴ
ォ
l
の
修
道
士
ジ
ョ
ブ
白
ワ
を
急
拠
派
遣
し
た
が、

そ
の

際
と
り
あ
え
ず
認
め
た
短
い
返
信
の
末
尾
に
言
う。
「
畳
の
〔
短
か
さ
と
い
う〕

意
地
の
悪
さ
と、

急
い
で
い
る
使
者
に
せ
き
た
て
ら
れ
て

カ
リ
タ
ス

カ
ル

ト
ウ
ラ

い
る
の
を
嘆
き
乍
ら、

私
は
あ
ふ
れ
る
愛
情
を
か
よ
わ
い
ペ
ン
に
託
し、

ま
た
広
大
な
る
愛
を
短
い
小
文
書
に
よ
っ
て
伝
え
ざ
る
を
得
ま

せ
ん。

も
し
な
に
か
欠
け
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば、
ガ
ウ
フ
リ
ド
ゥ
ス
兄
弟
が
口
頭
で
補
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す。
」
聖
ベ
ル
ナ
l
ル
は
ま

さ
に
E
C
と
そ
れ
に
続
く
C
C
の
レ
ジ
ュ
メ
を
ジ
ョ
フ
ロ
ワ
に
託
し
て
フ
ァ
ウ
ン
テ
ィ
ン
ズ
に
送
っ
た
と
解
さ
れ
る。

フ
ァ
ウ
ン
テ
ィ
ン

ズ
の
正
式
加
盟
は
一
一

三
五
年
十
月
に
行
な
わ
れ
た。

フ
ァ
ウ
ン
テ
ィ
ン
ズ
の
例
は、

慣
習
の
採
用
が
即
修
道
会
組
織
へ
の
加
盟
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る。

事
実

シ
ト
l

会
の
諸
立
法
を
採
用
し
つ
つ、

シ
ト
l

会
外
に
留
ま
っ
た
フ
ォ
ン
ド
ゥ
l
ス
修
道
院、

シ
ャ
レ
l

修
道
院
群
の
例
も
あ
語。

こ
の

視
点
か
ら
E
C
の
手
写
本
の
出
目
を
み
れ
ば、

ク
レ
ル
ヴ
ォ
i

修
道
院
と
ク
レ
ル
ヴ
ォ
l
系
修
道
院
で
合
計
四
を
占
め
る
外、

シ
ト
l
会

に
所
属
し
た
こ
と
の
な
い
修
道
院
に
由
来
す
る
写
本
が
6
本
あ
語。

こ
れ
は
E

P
の
写
本
出
自
の
分
布
に
は
み
ら
れ
な
い
顕
著
な
特
徴
で

あ
る。

E
C
写
本
が
由
来
し
た
ク
レ
ル
ヴ
ォ
l

系
修
道
院
の
内
フ
ァ
ウ
ン
テ
ィ
ン
ズ
と
モ
ル
ト
メ
l
ル
と
は
併
合
附
で
あ
り、

娘
修
道
院

数
の
増
加
が
既
存
修
道
院
の
併
合
に
負
う
度
合
が
最
も
多
い
母
修
道
院
は
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば、

E

（

担
）

C
は
ク
レ
ル
ヴ
オ
｜
で
作
成
さ
れ
て
伝
絡
さ
れ
た
可
能
性
も
充
分
あ
る。

E
C
の
あ
た
り
さ
わ
り
の
な
い
教
訓
的
叙
述
は、

シ
ト
l

会
の

外
に
向
け
ら
れ
た
教
宣
用
文
書
と
し
て
の
性
格
に
も
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

更
に、

ク
レ
ル
ヴ
オ
｜
修
道
院
と
モ
レ
｜
ム
修
道
院
と

の
人
的
交
流、
寄
進
者
家
系
の
重
時
を
考
え
れ
ば、
ロ
ベ
ー
ル
及
び
モ
レ
l
ム
に
好
意
的
な
E
C
を
産
み
出
し
た
親
モ
レ
｜
ム
的
ミ
リ
ュ
ウ

の
出
発
点
と
中
心
点
と
を
ク
レ
ル
ヴ
ォ
l

修
道
院
に
求
め
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る。

hayashi
ノート注釈
hayashi : None

hayashi
ノート注釈
hayashi : MigrationNone

hayashi
ノート注釈
hayashi : Unmarked

hayashi
ノート注釈
hayashi : None

hayashi
ノート注釈
hayashi : MigrationNone

hayashi
ノート注釈
hayashi : Unmarked

hayashi
ノート注釈
hayashi : None

hayashi
ノート注釈
hayashi : MigrationNone

hayashi
ノート注釈
hayashi : Unmarked



（叶
）

B
OUT

ON &
 V

AN 
DA

M
M

E, O
P

. 
cit., Introduction, pp. 9-14, 18-19. 

( N
 ) 

ibid
., pp. 23-37. 

州
時

仲
＊

ε
＝－－

K
ι

Al
絵

日言
。

（
的

）
lii;

�
翠

耳石
I

兵
..µ

阿
保

凶
「

＋1
同♀

�
差是

捌
+1

-0
’

�：；，｛
..：－！

�
送金

潤
盤

似
品j

寝
付

ν
J

AJ
/iiii,

同
。

l§'.
1

10
1

}Im(
柑

（
......

 ）
’

，入
ム

－
�

主妥
き舎

矧
虫,15=--

t<
ι

-f;?
 -&

 L
a C

our D
ieu 

( 1119）為
機

状
ν

ニ
心

。
まざ

F
ν

，入
ι

一
会J

寝
付

ν
十

川
畿

銅
盤

’

B
ellevaux

-0
十

川
紺

田
’

T
iglieto -0

十
回

特
!Ill

AJ
／ 協

同
キJ

�
：！：！

ヤ
必

ヤ
ニ

。

（司
）

{Jucundo nam
qu巴

satis
spectaculo et in hoc beatissim

i patris B
enedicti im

itatores extitere, qui, vitam
 et instituta 

ipsius, .. aem
ulari cupiebant, ut sicut ille statutis patribus duodecim

 m
onasteria construxit, ... sic et isti in renovatine 

ordinis secundum
 eandem

 regulam
 duod巴cim

coenobia statuerent, quae in sim
ilitudinem

 duodecim
 apostolorum

 
C

hristi Spiritus Sancti gratia debriata salutis poculum
 universo m

undo propinarent.)ed. G
RIESSER, p. 86.王宮

許！ヨヨ
醤

（士主
様

経
!l

ti
ぷ

v
’

ー＇
.cl,

'r, ＝デ
f子

t<
-lく総

司tm�
 D

ialogus, II, 3- 5斗
r号

付
時

制
Y

件
1 ト

干
、

ι
P

t<
 �

 t<
江J

ト
r,

�
�

者全
童話

手ノ
ペ

心
。

p
.

L
., 66, col.140. 

C
f. C

. B
UTLER, L

e m
on

achism
e ben

M
ictin

, p: 246. 
（

田
）

摺
総

司令
ti

1 1 11
 l叶

ゐ
A!

-&
o;二時

γ
約

千J
ペ

ト0
0

制
早ぎ

"11
平：

ν
ニ

，-O
ε

ti
「

fl<咲
ε

j諮
::c

J
レ

ペ
e

’

>V
ε

:t堅固持
1ト

ト
吋

土ミ
1ト

ゐ
萄

判
的

与ご
..：－！

( 1 1 
1 111叶

）怖
や

ti
ヤ

ニ
。

( <.0
 ) 

L
EFEV

RE !l
ム喝

の
凶

υ
ε

.:;1
問g属

。
L

.-J.L
EK

A
I,L

es m
oin

es b
lan

cs, 
( traduction fran♀aise), 

P
aris, 1957, p. 312, n. 2. 

（ト
）

J
-B

. M
A

H
N, L

'ord
re

 cister，α
·en

 et son
 gou

vern
em

en
t, 2•己

d.,P
aris, 1951, p. 174. 

（
∞

） 
さま

畑
盟

主語
’諸

制
叶

去三
!l

や
ニ

ν
ti

誌
ドー

41
ν

L
. JA

NA
USCHEK

, O
rigin

u
m

 C
istercien

siu
m

 tom
u

s I, R
eim

p., 1964. !l
索

令。
。

( m
) 

M
A

RILIER.' 
0即加

，pp.24
 �お．

(;:;
) 

1 1 1 認
叶

�
詩型

S
N

ovum
 M

onasterium
 ε

111:
窓

ti
l

l窓
S

々
や

’

,v
..；

伶
ど

1\1
=--

1\-'
 ，＼

’

ト
会

干
γ

ε
�

州
料

相m�
�

，：：－.
’

W
4二

手当
1

1 1同
叶

’

｜ ｜ ｜〈
叶

ε
毒百

科
ε

�
ε

判
制周ミ込

↓詳
仲

可＼／..；
ν

ニ
トO

]a'
濯

宅起
与己

;ll!!
ニ

。
M

A
RILIER,

C
h

arles, n
°

 45, p. 67 ( a
0

 

1126) ; n
°. 63, p. 78 ( apr色s

a
0

 1137） 。
（口

）
M

A
RILIER, C

h
arles, n

°
 62

b;s, p. 204,(
 .. ad N

ovum
 M

onasterium
 quod usitato vocabulo C

istercium
 nuncupatur,) 

同
�

n
°

 43 , p. 66, 
{N

ovum
 M

onasterium
, id est C

istercium
) Ai

 (
 

. dom
num

 Stephanum
 N

ovi M
onasterii abbatem

. 
• .} �

腿
w

�
車主

主さ
や

長
崎

。

（
出

）
1 1 1 将

叶
快

＝子
、

？〈
ム

や
t<

料
納

�
iii;

ε
霞

室
。

翌
州

（
C

istercium
, apud C

ister cium
, S.M

ariae de C
istercio, de C

is _ 
tercio) n

°s 23, 39 IX
, 42, 58, 67. 

道主
畑

盟
骨平

( E
cclesia 

C
isterciensis, 

C
oenobium

 
C

isterciensis) 
n

°5 38, 66. 
絵

ぬ
思

（
C

isterciensibus
m

onachis) n
°5 39-IX

, 
56, 58, 61 62, 66. 

1 1宍
N

ovum
M

onastenum
 .lJ

ニ
，ト

キ{i!l
や

ニ
ν

�
M

A
RILIER 忌

王室
gf

.,,;i
’E

’ペ
：！：！

A
ffligem

傘
捌

主,15�
�

草軍
!1

1§'.
心

刊
誌季

ω
緩

や
..：－！

'J .lJ
品J

lf!'
付

与二
：！：！

I政
司l/'ε

4時
翌

ゐ
ペ

時
.lJ

illq
－＋ミ ど

時
。

C
f. H

. G
RUN

D
M

A
N

N
, A

delbekehrungen 
in 

H
ochm

ittelalter, 
C

onversi 
und 

N
utriti, 

K
loster, 

A
d

el 
u

n
d

 K
irc

he, 

，入ム
ー

盗
事現

盤
�

lオよj
長

tit
（

世
）

I 
-\J

 
1 

hayashi
ノート注釈
hayashi : None

hayashi
ノート注釈
hayashi : MigrationNone

hayashi
ノート注釈
hayashi : Unmarked

hayashi
ノート注釈
hayashi : None

hayashi
ノート注釈
hayashi : MigrationNone

hayashi
ノート注釈
hayashi : Unmarked

hayashi
ノート注釈
hayashi : None

hayashi
ノート注釈
hayashi : MigrationNone

hayashi
ノート注釈
hayashi : Unmarked



，入ι
ー

さき
矧

盤
石

料
A.I

長｛
互主

（
吸

）

1968, F
reiburg, p. 337, A

nm
. 36. 

（
出

）
室

付
：！！

’
B

O
U

TO
N

&
 V

A
N D

A
M

M
E, 

op. 
cit., pp. 5-6. 

（
ヨ

）
持

j裏
目

一
的

｜ギ
11

（
自

）
1

1
1

兵
－

11
0

社
S

総
司岡村

柳
E;'

獄
！と

田
川

保
！と

ヨ型
化

JJ！］貢
.1.唱

。
JA

FFE,
R

eg
esta P

on
tific

u
m

 R
om

an
oru

m
, I, pp. 781 -795.

（
忠

）
1

 1
1

11
11

叶
γ

＼
み

入
1ト

＂＂
·t' 'l<

11
事l

’｜
｜

同
11

叫－
1-J P

ト
1J む

t<
1

11
辛l

’1
1

 1：：：同
社

ト
ふ

そ＼
令

入
fト

弐
川

辛l
S

君主
製

詳
E;'

ニ
や

ヰヰ
4

’ト
1 ト

入
t<

·K
:P

釈
に

'f\J
平i

同
や

＇J；足
、P

E;'
ヰ話

也mAJ
，入..L.

-
E;'

J::!
�

11
邸

機
p

キQ
＂

.；..！
。JL

.7537, 7544, 9600, 1 8465. 
t子

、ヤ
吋

入
t><-

-l<
fi?

詩話
術

－
E;'

υ
υ

1終
結

!.1
や

ニ
ν

:t1
M

A
RILIER, n

°
 65, p. 79. 

t><
＋寺

j寝
......

J：世
（

日
）

会J
4総

監
。

（
口

）
JL

. 6795, E
dd. B

O
U

TO
N &

 V
A

N D
.A

M
M

E, op. 
cit., 

pp. 104-105 ; M
A

RILIER, C
h

arl
es,. n

°
 69, pp. 81 -82, L

E
FEV

RE, 
L

a bulle A
p

ostolicae sed
is pour Ct

teaux avait-elle une souscription longue?
 

R
ev. B

en
ed

ictin
e, 741(1 96

4), pp. 142-143 
＊

判
。

fos
ergo ... , capitula ilia et constitutionem

 auctoritate apostolica confirm
am

us, ... illud nom
inatim

 om
nim

odis 
prohibentes ne abbatum

 aliquis m
onachos vestros sine regulari com

m
endatione suscipiat.）υ

υ
ti

芭
吋

当
吋

む
ト

1J -!:' 
t<

 111
辛l

S
樫

給
料

制EE;'
iト

レ
（ipse

decretum
) (in charta vestra quae appellatur charitatis) ( JL

. 9600, M
A

NS\ 
C

on
cilia,

X
X

I , 
pp.669-7 0) AJ

\lr
:!!

-'i二同
や

F弱
点

:Iii'
!.1

-15:
ぬ

ゐ
強

烈
爪J

.'i二年J
.ニ

r,(a
E;'

 !.1
起

J
ν

’
持

制
抑

E;'
( consti tutio) AJ

ニ
小

昔
話

u
u

υ
今年J

近
似

炉
心

IJAJ
!_l

j:1
堂

，"1
」

ν
iや

檎
E；

付
与"1l将

宮
町\J-'i二

ν
ニ

ト(l
i己

’decretum
阿

；：＇.：）
charta charitatis S

叫
ti

U
U

ト
子

長
一

弐
（

同
；：＇.＇.）

￥
t<

1ト
会

伏
一

会
）

E;'
 l!±:

AJ
 

Incipit 
!.1

 ... ..\-f:?
訴

.,c;
.. 二

ν
ニ

ぷ
ニ

。
B

O
U

TO
N 

&
 

V
A

N
 D

A
M

M
E, 

op. 
cit., 

p. 89. (ipse 
decretum

）相
oc

decretum
 cartam

 cari ta tis vocari censebant). 
( �

）
 

B
O

U
TO

N &
 V

A
N

 D
A

M
M

E, 
op. 

cit., p. 55. 
(S:1

) 
1

 1
 1

 ＜
叶

級
以

ト
。

�
）ι

饗
異

紙
偽J

時
を

ど
：！！

’

1119
: 5, 1120 : 3, 1121

・ 3, 1122
・ 0, 1123

・ 2, 1124 : 5, 1125 : 0, 1126 
. 1, 1127 · 1, 1128 

3, 1
 1

 11
兵

叶
Z主

総
｜

｜
国

K
叶

般
財ー

降
雪

コ
E;'

評
表

。1
1

 1ヨ
ギ

叶
!.1

ti
t-

む
干

1Jγ
送金

湘
盟

結
S

異
国

E;'
.；..！

公
百

草F
異

J
ν

ニ
時

。

（
日

）
(novitas singularitatis)

, O
RDERICU

S, op. 
cit., p. 445. 

海
」

約
AJ

ti
 sine auctoritate AJ

 I@'.
綿

レ
ペ

心
。

（
お

）
J.-B

. M
A

H
N, 

op. 
cit., p. 62-63, note. 

（
�

）
 

1歪
�

組
側

b
C

on
stitu

tion
es 

can
on

icoru
m

 
ord

in
is

 A
rro

asien
sis

, ed. 
L

. M
ILIS,• T

urnhout, 1970, pp. X
V

III sqq. , 
F

u
n

d
atio m

on
asterii A

rro
4sien

si, 7, MG
S

S
., X

V
, 1121. 

（
自

）
�

斗
D

.K
NO

W
LES, 

Th
e M

on
astic O

rd
er in

 En
glan

d
, C

am
bridge, 1963, pp. 231-237. 

（
認

）
E

p.96, P
L

., 182, col,229. (D
olens do！巴o

quad urg巴nte
diei m

alitia, et nuntio festinante, plenum
 affectum

 exili cogor 
designare stilo, et brevi chartula latam

 com
prehendere charitat巴m

.
S

i quid de巴st,
frater G

aufridus viva voce 
supplebit.) 

hayashi
ノート注釈
hayashi : None

hayashi
ノート注釈
hayashi : MigrationNone

hayashi
ノート注釈
hayashi : Unmarked

hayashi
ノート注釈
hayashi : None

hayashi
ノート注釈
hayashi : MigrationNone

hayashi
ノート注釈
hayashi : Unmarked

hayashi
ノート注釈
hayashi : None

hayashi
ノート注釈
hayashi : MigrationNone

hayashi
ノート注釈
hayashi : Unmarked



（
お）

フ
ォ
ン
ド
ゥ
l

ス 、

会門
主円
g－
－
A
E－－
ωσ
5
2
5白COロ叩
U
Z
（υ
×
〈
戸－－
J
E
印mncロ仏C
5
5関口一白
ヨ
∞・
凶叩ロ
包Fn
z
z
s
a－
z
s

。印
5
2
8
5
のO
BO
E
i〈何
日
仏mz
z
s
R
2・
〉
NU同

Sh志向h
s
gbh
hS4 ．民
、
s
s

・9hN
3・
同

戸
出
〈－
UN品・

シ
ャ
レ
｜

修
道
院

群 、
∞－
∞
巳
の
Z
J戸
ト
吋
紅
白町
内円
九回同
誌なhN ．
SH
h島町
ま
た

さいてぬ

ミさ
え同
切
言

司、hbh刊
誌
hN
NhN
旬
、
ミ

NHH 内
包恥町内向
？
の『叩ロo
E叩・
5
8・
日）℃・

ωculh肝
品0・
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本
数
幻 、
シ
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系
2 、
モ
リ
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ン
系
4 、
出
自
不
明
5 、
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ル
ヴ
ォ
！

系
日
（
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印－
E
B
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〈
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〈〉
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ル
ト
メ
l

ル
の
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合
に
つ
い
て
は
同3
S
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g
さ
急
配

ミ巴
ミ
S

ミhN
司、p
h－
m－
出
〈・
円6・
8clmHO
を
見
よ 。

（
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F
開（リ「別問。
ρ
は
前
掲
論
文
で
E
C
の
聖
ベ
ル
ナ
l

ル
作
者
説
を
文
体
の
面
で
検
討
し
て
い
る 。
結
論
は
微
妙
で
あ
り 、
完
全
な
否
定

も
し
て
い
な
い
が 、
聖
ベ
ル
ナ
l

ル
の
文
住
と
発
想
法
に
心
酔
し
た 、
し
か
も
法
的
セ
ン
ス
を
持
っ
た
作
者
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

司令 。

（
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P
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呂
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8lH
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を
参
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シ
ト
｜

修
道
院
創
立
史
（
何
百
丘
三
日
Q
2
R
QF）

の
邦
訳

補
註

I 

シ
ト
l

修
道
士
等
の
モ
レ
l

ム
か
ら
の
出
発
に
つ
い
て 。

ラ
ン
グ
ル
の
司
教
区
に 、
名
声
高
く
信
仰
に
お
い
て
卓
越
し
た
モ
レ
l

ム
と
い
う
名
の
修
道
院
が
あ
る
こ
と
は
人
も
知
る
と
お
り
で
あ
る 。
こ
の
修

道
院
は
そ
の
創
立
以
来
短
期
間
の
内
に 、
神
の
仁
慈
に
よ
り 、
神
の
恩
寵
の
賜
物
に
よ
っ

て
名
を
揚
げ 、
秀
れ
た
人
物
達
を
も
っ

て
高
貴
と
な
り 、
徳

に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
に
劣
ら
ず 、
所
領
に
お
い
て
も
豊
か
に
な
っ
た 。
し
か
し
乍
ら
所
有
物
と
徳
と
の
結
び
つ
き
は
永
続
し
な
い
の
が
常
で
あ
る
か

ら 、
そ
の
聖
な
る
共
同
体
の
う
ち 、
非
常
に
賢
明
で
よ
り
深
い
知
性
を
備
え
た
何
人
か
の
人
々
は 、
地
上
の
雑
事
に
捲
き
込
ま
れ
る
よ
り
も
天
上
的
な

学
問
に
専
心
す
る
方
を
選
ん
だ 。
か
く
し
て
ま
も
な
く

徳
を
愛
す
る
者
達
は
実
り
多
き
清
貧
に
つ
い
て
考
え
始
め
た 。
同
時
に
彼
等
は 、
当
修
道
院
で

は
生
活
が
聖
ら
か
に
又
真
撃
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え 、
彼
等
が
誓
願
を
た
て
た
戒
律
自
体
は 、
彼
等
の
願
望
と
意
図
ほ
ど
に
は
実
践
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
気
付
い
た 。

彼
等
は
各
自
を
動
揺
さ
せ
た
こ
と
を
互
い
に
語
り
あ
い 、
か
の
章
句
「
我
が
唇
の
述
べ
し
誓
い
を
汝
に
果
さ
ん」
（
詩
篇
六
六
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シ
ト
l
修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸

七
四

番
－
H）
を
如
何
に
し
て
成
就
す
べ
き
か
を
論
じ
あ
っ
た。
如
何
に
こ
れ
以
r

上
で
あ
り
え
よ
う
か
？
二
十一
人
の
修
道
士
は、
同
修
道
院
の
父
即
ち
故

ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
と一
緒
に
出
発
し、
彼
等
が
ひ
と
つ
の
心
に
懐
い
た
こ
と
を
相
互
の
助
言
と
相
互
の
同
意
と
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
カ
を
尽
し
た。

そ
れ
故
多
く
の
労
苦
と
は
な
は
だ
し
い
困
難

｜｜
こ
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
に
於
い
て
生
き
よ
う
と
す
る
者
全
て
が
必
ず
負
う
も
の
で
あ
る
が

11
の
後

に、

彼
等
は
つ
い
に
望
み
を
達
し
て
シ
ト
i
に
立
ち
至
っ
た。

即
ち
そ
こ
は、

当
時
恐
ろ
し
い
広
漠
た
る
避
地
で
あ
っ
た。
（
申
命
記
三
二
章
・
叩）

II 

シ
ト
l

修
道
院
の
創
立
に
つ
い
て。

か
く
し
て
主
の
御
托
身
か
ら一
千
九
拾
八
年
目
に、
リ
ヨ
ン
教
会
の
大
司
教
に
し
て
当
時
の
使
徒
の
座
の
使
節
フ
l
ゴ
l
貌
下、
信
仰
篤
き
人
シ
ヤ

ロ
ン
司
教
ガ
ル
テ
リ
ウ
ス、
更
に
は
英
明
な
る
プ
ル
ゴ
l
ニ
ュ
侯
オ
ド
公
の
助
言
に
支
持
さ
れ
且
つ
権
威
（
H
文
書）
に
強
め
ら
れ、
見
出
し
た
荒
野

を
修
道
院
に
〔
す
べ
く〕、

前
述
の
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
修
道
院
長
が
彼
の
管
区
司
教
即
ち
シ
ャ
ロ
ン
〔
司
教〕
か
ら、

修
道
士
の
管
理
〔
権〕
と
司
牧
の

杖
を
受
け、
彼
の
下
に
あ
る
他
の
者
逮
が
こ
の
修
道
院
で
定
住
を
確
認
し
た
上
で、
建
設
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た。
し
か
し
そ
の
後
ま
も
な
く
同
修
道

院
長
の
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
は、
モ
レ
i
ム
の
修
道
士
達
が
彼
を
要
求
し
た
の
で、
ウ
ル
パ
ヌ
ス
二
世
教
皇
の
命
令
に
よ
っ
て、
シ
ャ
ロ
ン
司
教
ガ
ル
テ
リ

ウ
ス
の
許
可
と
同
意
を
得
て、
モ
レ
l
ム
へ
と－
反
さ
れ
る
に
至
っ
た。
そ
こ
で
信
仰
篤
き
聖
な
る
人、
ア
ル
、へ
リ
ク
ス
が
彼
の
地
位
を
襲
っ
た。

の
時〕
両
修
道
院
双
方
は
い
づ
れ
も、
双
方
の
修
道
士
を、
規
則
に
適
っ
た
推
薦
状
な
し
に、
住
む
為
に
受
容
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
が
確
約
き

れ、
教
皇
の
権
威
（

H
文
書

に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た。
か
く
し
て
新
し
い
修
道
院
は
新
し
い
父
の
配
慮
と
勢
意
に
よ
っ
て、
短
期
間
の
内
に、
少

な
か
ら
ざ
る
神
の
御
加
護
を
得
て
聖
な
る
修
道
生
活
の
面
で
前
進
し、
名
声
を
揚
げ、
必
要
な
財
産
は
増
加
し
た。
し
か
し
神
の
人
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
は、

こ
の
地
で
九
年
間
を
通
じ
て
虚
し
か
ら
ず
追
求
し
続
け
た
天
上
へ
の
百
命
と
い
う
報
償
を
十
年
目
に
か
ち
え
た。
彼
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
出
身
の、
信
仰

と
清
貧
と
戒
律
の
規
律
の
最
も
熱
心
な
愛
好
者
に
し
て
最
も
誠
実
な
競
い
手、
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
様
が
継
が
れ
た。
こ
の
頃
に
は
〔
聖
書
に〕
書
か
れ
て

い
る
「
主
の
眼
は
義
し
き
者
逮
の
上
に、
そ
の
耳
は
彼
等
の
方
へ
」
（
詩
篇
三
四
番
・
日）
が
真
実
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た。

と
い
う
の
は

こ
の
微
々
た
る
群
は、
そ
れ
が
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
嘆
き
悲
し
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
て、
こ
れ
ら
キ
リ
ス
ト
の
貧
者
達
は
そ
の

清
貧
の
相
続
人
を
遺
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
こ
と
だ
け
を
お
そ
れ
て、
殆
ん
ど
絶
望
せ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
だ。
近
隣
の
人
々
は
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彼
等
の
聖
な
る
生
活
を
尊
ぴ
つ
つ
も
し
か
し
そ
の
峻
厳
き
に
お
そ
れ
を
な
し、

そ
の
為
敬
神
の
念
を
も
っ
て
近
づ
い
て
来
る
人
々
も
彼
等
を
倣
ぶ
に

は
至
ら
ず、

し
り
ご
み
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
情
で
あ
っ
た。

小
を
大
に、

少
数
を
多
数
に
す
る
こ
と
を
易
々
と
な
し
給
う
神
は、

多
く
の
人
々
の、

彼
等
に
倣
び
た
い
と
い
う
希
望
は
も
と
よ
り
心
を
励
ま
し
給、
っ
た
の
で、
か
く
し
て
修
練
者
の
試
練
の
舎
に、

俗
界
に
あ
っ
て
は
貴
族
で
あ
り
且
つ
権

勢
の
あ
っ
た
聖
職
者
や
俗
人
達
が、

三
十
人
ひ
と
し
く
共
に
住
む
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た。

こ
の
突
然
の
し
か
も
喜
ば
し
い
天
来
の
訪
れ
以
来、
一

人

も
産
ま
な
か
っ
た
石
女
は、

至
当
に
も
遂
に
歓
び
を
味
わ
い
始
め、

今
や
多
く
の
荒
野
の
子
等
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
（
イ
ザ
ヤ
五
四
章
・
1、

ガ
ラ

テ
ア
書
四
章
・

幻）。

し
か
も
神
は
彼
女
の
為
に
日
に
日
に
子
孫
を
殖
や
し、

歓
び
を
大
き
く
し
続
け
給
い
（
イ
ザ
ヤ
九
章
・
3
）、

遂
に
は
こ
の
幸
福

な
母
は
約
十
二
年
の
内
に、

彼
女
自
身
の
息
子
逮
と
そ
の
息
子
遠
の
子
供
達
と
が、

諸
修
道
院
の
父
達
だ
け
で
も
こ
十
人
が、

オ
リ
｜
ヴ
の
若
木
の
よ

う
に
そ
の
食
卓
を
囲
む
（
詩
篇
一

二
孔
番
・
3
）
の
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る。

こ
れ
は
そ
の
提
が
採
ら
れ
て
い
る
聖
師
父
ベ
ネ
テ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
の

手
本
に
倣
え
ば、

何
等
不
適
当
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る。
一

方、

若
木
が
新
し
い
枝
々
へ
と
校
分
れ
し
始
め
た（
詩
篇
一

四
四
番
・

ロ
）

当
初
か
ら、

ス
テ
フ
ア
ヌ
ス
院
長
様
は、

常
に
め
ざ
め
た
周
到
さ
を
も
っ
て、

驚
く
べ
き
配
慮
に
み
ち
た
文
書
を
用
意
さ
れ
た。

そ
れ
は
丁
度
〔
葡
萄

樹
の
〕
前刀
定
錬
の
よ
う
に、
時
と
し
て
伸
び
す
ぎ
て
相
互
の
平
和
の
果
実
の
み
の
り
を
妨
げ
る
可
能
性
も
あ
る
〔
親
木
か
ら〕

離
れ
る
ひ
こ
ば
え
を、

予

め
切
っ
て
し
ま
う
為
の
も
の
で
あ
る。

こ
の
文
書
が
愛
の
憲
章
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
〔
同
院
長
が
〕

望
ま
れ
た
の
は、

そ
の
全
文
が
た
だ
愛
か
ら
出
た

こ
と
の
み
の
香
気
を
放
ち、
そ
の
文
の
運
び
の
何
処
に
も、
あ
な
た
方
の
誰
も
が
相
互
に
愛
し
あ
う
べ
き
こ
と
の
外
に
は
何
事
も
負
う
べ
き
で
は
な
い

（
ロ
マ
書
一

三
章
・

8
）
と
い
う
こ
と
以
外
の
な
に
も
の
も
見
出
き
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
い
か
に
も
適
切
な
こ
と
で
あ
る。

同
院
長
に
よ
っ
て
編
ま

れ、
前
記
の
二
十
人
の
修
道
院
長
達
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ、
更
に
教
皇
の
印
商
の
権
威
（
H
文
書）
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
と
お
り
の
こ
の
憲
章
は
我
々

が
語
っ
た
こ
と
を、

も
っ
と
ひ
ろ
く
記
載
し
て
い
る
が、

我
々
は
そ
の
主
要
な
点
の
み
を
こ
こ
に
短
く
要
約
し
よ
う。
（
以
下
S
C
C

及
び
C
A
P

は

省
略）。

シ
ト
l
修
道
院
創
立
と
史
料
（
岸）

七

五
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Les commencement de Citeaux et les sources. 
— Quelques prob! らmes sur Jes origines de C↑ teaux.- II― 

KISHI Chizuko 

Comme suite aux traductions japonaises de l'Exor dium Parvum, 

pub lie ici (N° 101, 1973, pp. 175-201), et de i'Exordium Cist ercii (a la 

fin de cet article), nous avons essaye Jes dater, et en expJiquer Jes 

motifs de redaction. retournat 

Bien que l'E. C. est un resume de l'E. P., Ja difference de Jeurs 

attitudes, envers l'abbaye de MoJesme et son fondateur Saint Robert, 

entre l'E. C .  favorabJe et l'E. P. hostiJe, nous sembJe essentielle. C'est 

parce que ces deux sortes d'est.imation allaient d'ailleurs subsister chez 

Jes chroniqueurs durant tous Je xne siらcle. Apr蕊 avoir constate que 

l'hostilite chez I'E. P. vis-a-vis de Saint Robert et Jes MoJesmois, ceux 

que l'ont CTteaux abdiques, nous sommes persuades que Jes premiers 

cisterciens avaient besoin de se defendre contre Jes diffamations apportees 

sur Jeur depart de MoJesme (instabiJite), sur Jeur desobeissance envers 

l'abbもRobert qui retournat a MoJesme aprらs Ja fondation de臼teaux, et 

sur Jeur observance monastique "singulierement nouvelle". 

Or, acceptons-nous, sans aucun artifice, Jes textes et Jes indications 

chronoJogiques de deux Exordii : l'existance de douze abbayes-filles autour 

de l'abbaye-mere CHeaux, chiffre sambolique et immuabJe de !'imitation 

de Ja vie de Saint Benoit a Subiaco, nous permet dater apres- mars 1120 

l'E . P. qui Je temoigne: l'existance de vingt abbes autour de l'abbe de 

Ctteaux seJon I'E. C. , tombe entre Jes annees 1123 et 1124. L'E. P. 

pourrait donc, croyons-nous, se situer entre 1120-1123/24, etant donne que 

"Ja querelle des observances entre les CJunisiens et Jes Cisterciens" sirgH a 

ce temps-la. Pour se justifier mieux contre Jes attaques des moines 

noirs, Jes cisterciens etaient obJiges a accroitre Jeur hostiJite vis�a-vis des 

MoJesmois dont !'observance etait commune avec celle de CJuny. 

Quant a l'E. C. ,(y compris Summa Cartae Caritatis et Capitula)dont 

Ja date ad qu em de sa redaction soit 1130 ou ii est transcris 
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partiellement dans !es coutumes de l'Ordre de Premontre, son texte, 

soustrait a ces soucis la, a ete corn;Q comme le texte pedagogique pour 

!es novices cisterciens, en meme temps pour !es etablissements religieux 

qui aspiraient a avoir la manuel de la nouvelle observance cistercienne, 

dont certains allaient s'incorporer a cet Ordre. Le caractere sympathique 

de I' E. C. pour !es, Molesmois, pourrait efre deriver des communications 

mutuelles et constantes entre !es abbaye de Clairvaux et de Molesme, et 

de sentiments des seigneurs bienfaiteurs souvent identiques a ces deux 

abbayes. 
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